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所報（2020年度）の刊行にあたり 

 

 

 2020 年度の本センターは、新体制になり 2 年目の年度であり所員・研究員 40 名で活

動を行いました。新体制では、医理工連携を発展させ、文理融合研究を体現しつつ東海

大学ならではの独創的な学内共同研究テーマを涵養し、特色ある研究成果を達成するこ

とを目指しています。 

そのための 5 チーム（①マテリアル研究チーム、②エンジニアリング研究チーム、③

メディカル研究チーム、④ヘルスケア研究チーム、⑤文理融合研究チーム）を編成し、

チーム内での異分野融合を図りつつ、チーム間の連携で独創的な共同研究を推進しま

す。このようにしてイノベーション創出に向けた最先端の研究開発と学術的な基礎研究

の実施に加え、文系理系を包括する幅広い分野横断型共同研究を推進できる体制と活動

をこれからも模索してゆきます。 

 本年度に特筆すべきは、日本では 2020 年（令和 2 年）4 月 7 日に発令された新型コロ

ナウイルス（SARS-CoV2）による緊急事態宣言と世界的な蔓延につきます。本センター

の活動にも年間を通じて甚大な制約がありました。そんな中で、研究業績の数値は昨年

度と大きな変化がなかったのは所員・研究員そして学生たちの尽力の賜物と思います。

ただし、今年度の研究活動が低下しているのは事実なので、それが数値として現れるの

は来年以降であろうと思います。困難な状況が続きますが、研究と教育の歩みを止める

ことなく、SARS-CoV2 蔓延の動向に注意しながら着実に進んでいきたいと思います。 

引き続き、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

   東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター  

所長 喜多 理王 
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マイクロ・ナノ研究開発センター構成員（2020年度） 

 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

研究代表者 岡村陽介 工学部 応用化学科 准教授 

稲津敏行 工学部 応用化学科 教授  

蟹江治  工学部 生命化学科 教授  

樋口昌史 工学部 応用化学科 教授  

樺山一哉 大阪大学 理学研究科 准教授 

冨田恒之 理学部 化学科 准教授  

源馬龍太 工学部 材料科学科 講師 

張宏   工学部応用化学科 PD（岡村研究室） 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞

研究代表者 槌谷和義 工学部 精密工学科 教授 

落合成行 工学部 機械工学科 教授 

新屋敷直木 理学部 物理学科   教授 

砂見雄太 工学部 機械工学科 准教授 

高橋俊   工学部 動力機械工学科 准教授 

福田紘大 工学部 航空宇宙学科航空宇宙学専攻 准教授 

窪田紘明 工学部 精密工学科 講師 

Ganesh Kumar Mani 学術振興会 PD （槌谷研研究室） 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

研究代表者 木村啓志 工学部 機械工学科 准教授 

秦野伸二 医学部 医学科基礎医学系 教授  

青木琢也 医学部 医学科内科学系   准教授  

亀谷美恵 医学部 医学科基礎医学系 准教授 

三橋弘明 工学部 生命化学科 准教授 

大友麻子 医学部 医学科基礎医学系 助教  

福田篤   創造科学技術研究機構（医学部門）助教 

鶴間章典 工学部機械工学科 PD（木村研研究室） 

二瓶渉  工学部機械工学科 PD（木村研研究室） 
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＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

研究代表者 中川草    医学部 医学科基礎医学系 講師 

笹川昇    工学部 生命化学科 教授 

池内眞弓  健康学部 健康マネジメント学科 准教授 

宮沢正樹  健康学部 健康マネジメント学科 講師 

安田佳代  健康学部 健康マネジメント学科 講師 

佐々木海渡 理学部 物理学科 助教 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

研究代表者 喜多理王  理学部 物理学科    教授 

秋山泰伸  工学部 応用化学科  教授 

遠藤誠二  政治経済学部 経営学科 教授 

葛巻徹    工学部 材料科学科 教授 

富田誠     教養学部 芸術学科 准教授 

山花京子  文化社会学部アジア学科  准教授 

吉田 晃章 文学部文明学科 准教授 

田口かおり 創造科学技術研究機構 講師 

粟野若枝  研究推進部 職員 
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2020年度の目標と達成状況 

 

本センターの理念は、本学の建学の精神に則り、文理融合を体現した医理工連携を中

心とする学際的な基礎研究を推進するとともに、その成果を産業へ応用することです。

これを達成するために、医学、理学、工学、農学、海洋学、体育学、経営学等の分野を

超えた研究者の協力体制を確立し、産業界との連携を密にした総合的観点から国際的研

究を行います。このような研究活動や研究成果を、教育活動へ還元しつつ健康で持続可

能な社会の構築に貢献していきます。 

 

文部科学省 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「高分子超薄膜から創成する次世

代医用技術」（平成 26 年度～平成 31 年度）で整備した研究基盤を活用し発展させるた

め、これまで実施してきた研究テーマを継続しつつ、新体制では分野を超えた研究者に

よる新たな共同研究テーマを積極的に立案するために前項に示したように 5 チームを編

成しました。 

 

研究交流会や講演会を随時開催すること、ホームページを充実させること、さらに論

文の被引用数の増加を目指した取り組みを継続中です。また東海大学イメージング研究

センターの運営を支援することも目標のひとつです。 

 

 研究成果や業績リスト、活動内容や報道発表等について次頁からご説明します。 
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東海大学イメージング研究センターの運営状況 

 

 2016 年 8 月に、本学と株式会社ニコン、株式会社ニコンインステックとの包括協定に

基づき「東海大学イメージング研究センター」が開設されました。学内外の皆様に設置し

たすべての機器を無料で活用いただいてきました。2019 年 8 月より、メンテナンス費用

や消耗品費などを受益者負担していただくことになり、1時間あたり数百円（機器毎に料

金は異なる）の利用料を頂戴しています（学外者、企業共同研究、企業様は別料金）。2020

年 4～5 月は新型コロナ蔓延により大学入構規制となりイメージングセンターも閉鎖処置

を取りました。2019 年度と 2020 年度の各装置の利用件数の月次推移グラフを示します。 

 

 

感染予防対策は万全を期してまいりますで皆様の研究にご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

東海大学イメージング研究センター 

ホームページ 

https://www.ticar.u-tokai.ac.jp/ 

利用者登録や装置予約などはこちらから 

https://www.ticar.u-tokai.ac.jp/
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研究成果紹介 

研究成果の一部を抜粋し、6 つの研究テーマについてその成果を紹介します。 

 

 

 

 

支持体を用いない高分子ナノ薄膜用引張試験法の確立  

  

張 宏 1,2, 藤木 啓太 3, 井門 和美 1, 草柳 夏美 3, 坂神 大幹 3, 岡村 陽介 1,2,3  

1東海大学工学部応用化学科, 2東海大学大学院工学研究科応用理化学専攻  

3東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター  

  

【緒言】高分子ナノ薄膜は、膜厚 100 nm 以下の自己支持性膜であり、高接着性、高柔軟性など、ナノ

厚由来のユニークな性質を示す[1]。これらの特性が発現する一つの要因として、ナノ薄膜の機械的物性

が挙げられるが、ナノ薄膜は極薄で取扱いが難しいため、シリコンゴムなどの柔らかい支持体を用い

たヤング率測定の報告が多い。本研究では、支持体を用いないナノ薄膜の固定技術方法の開発を行い、

大気下での引張試験法を確立することを目的とした。ここでは、汎用性高分子であるポリスチレン(PS)

薄膜をモデル試料としてヤング率を測定した。  

  

【実験方法】SiO2基板上にポリビニルアルコール水溶液(PVA, 10 mg/mL)を滴下後、スピンコート(4000 

rpm, 60 s, MS-A 100, ミカサ社製) し水溶性犠牲膜とした。次に、PS トルエン溶液(Mw: 2.6×105, 膜厚: ca. 60 

nm–4 m)を同条件でスピンコートした後、基板ごと純水中に浸漬して犠牲膜を溶解させ、PS ナノ薄膜

を剥離した。得られたナノ薄膜をあかうつし紙上に回収した。試料形状の間隙を  

レーザーカッタにて加工した PETテープに試料を転写後乾燥

させ、試験片とした。引張試験機(フォースゲージ: ZTA-2N, 計

測スタンド: MH2-500N, IMADA 社製)のグリップに試験片を

設置した後、テープの両端をハンダゴテで焼き切り、引張速

度 1.5 mm/min で長軸方向に伸長した。サンプルが破断するま

での荷重と変位を測定し、応力–ひずみ曲線からヤング率を算

出した。その後、得られたヤング率をシステムコンプライア

ンス補正した。  

  

【結果及び考察】PET テープ上に転写した PS ナノ薄膜をグリ

ップに貼付した後、引張試験機を用いて大気下で長軸方向へ

伸長したところ、ナノ薄膜が破断するまで荷重を実測できた

(Fig. 1)。また、破断の直前において、引張方向と水平に白線

が生じた。その本数は、ナノ薄膜の伸張に伴って増加し、ナ

Fig. 1 (a) Freestanding of polymer thin film on the 
water surface. (b) Re-adhered thin film on waxed 
paper. Photos of thin film before (c) and after (d) 
tensile testing. 

Fig. 2 Representative stress–strain curves for thin 
film specimens with the same size but different 
thicknesses. 
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ノ薄膜が白濁する様子が観察された。得られた変位と荷重の

値から変換した応力–ひずみ曲線は、脆性材料に見られる典型

的な曲線を描き、破断伸度は 6%未満であった(Fig. 2)。得られ

た応力–ひずみ曲線の弾性領域の傾きからヤング率を算出し

たところ、膜厚が厚くなるにつれてヤング率は低下する傾向

にあった(Fig. 3(●))。これは、膜厚が厚くなるにつれて、薄膜

をグリップの接着面で固定した際の薄膜の厚み相当の隙間が

生じたためと考えられ、機械的なズレ(システムコンプライア

ンス)を考慮する必要があると判断した。そこで、ASTM D3379

に基づいて修正補正法を適用し、得られたヤング率を補正し

た。その結果、60 nm までの PS ナノ薄膜において、ヤング率

は文献値と同値を示した(Fig. 3(●))。これらの結果により、本

研究にて開発した支持体を用いない高分ナノ薄膜の引張試験

法は、固定技術方法の開 発により、ヤング率を確実に測定で

き、システムコンプライアンス補正により試料の膜厚に依存

せず、信頼性の高い測定結果が得られることを実証した[2]。  

  

【謝辞】本研究の一部は、私大戦略事業の支援を受けて行われた。記して謝意を表する。  

【参考文献】[1] Okamura Y. et al. Adv. Mater. 21, 4388 (2009).  [2] Zhang H. et al. Polym. Test. 91, 106825 

(2020).  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3 Dependence of the tensile moduli on 
thickness before (●: black) and after (●: blue) the 
system compliance correction, respectively (N ≥ 
8). Literature value range is shown in grey box. 



 

 

15 

 

糖尿病性皮膚欠損を修復できる人工 ECM 再生医療の開発 

〇住吉 秀明 1,2) 、岡村 陽介 3,4) 、川口 章 1,2)、稲垣 豊 1,2)  

1)東海大学医学部先端医療科学，2) 東海大学大学院マトリックス医学生物学センター、 

3) 東海大学工学部応用化学科, 4) 東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

人工真皮はコラーゲンを原材料とした人工 ECM（細胞外マトリックス）であり、広範囲皮膚欠損の

治療に用いられる。しかし人工真皮は宿主細胞の進入･生着に時間を要する問題があり、癒合不全の長

期化のリスクから、糖尿病性皮膚潰瘍のような再生能力が低下した慢性症例には向かないとされてい

る。この問題に対し、我々はミズクラゲコラーゲンの成分が人工真皮上で宿主の再上皮化を促進し 

創傷癒合の時間を短縮することを発見している(Advances Wound Care 9: 295-311, 2020)。 

本課題研究ではミズクラゲコラーゲンの再上皮化促進効果を外用薬として、糖尿病モデルにおいて

有効であるか、また効果は人工真皮を慢性皮膚潰瘍に適用するのに充分であるかどうかを検証した。 

健常な C57BL/6 マウスと同系統の 2 型糖尿病マウス dB/dB の背中に直径 6 mm の穴をあけ、創傷部

にウシコラーゲン人工真皮を移植した。直後に(a) 生理的食塩水、(b) ミズクラゲコラーゲン 0.5% 溶

液、(c) b-FGF を有効成分とする市販薬である フィブラスト(科研製薬) を塗り薬として人工真皮の上

に各 5 ml 滴下し、創部保護し回復させた。6 日経過後に採材しメイｰギムザ染色によって新生表皮の

伸長を青く染色した (図 1A)。 (a)の陰性対照では傷の外周しか表皮で覆われていない (白矢印)。一方 

(b)のミズクラゲコラーゲン外用モデルは人工皮膚上に表皮が形成できていた。(c)のフィブラストは陰

性対照と差がなかった。糖尿病モデルでは野生型に比べ陰性対照群間の比較で明らかな治癒の遅れが

みられた      (P < 0.05)。創傷の閉鎖率を計測し郡間で統計的解析を行なったところ野生型、糖尿病

モデルマウスともにミズクラゲコラーゲンの表皮再生促進は有意であった (n=6, P < 0.01)。糖尿病モデ

ルマウスで回復日数を 10 日間に延長したところ、(a) 陰性対照と(c)フィブラストでは創閉鎖は進んで

いなかったが、(b) ミズクラゲコラーゲンはほぼ完全な上皮が完成していた(図 1B)。以上により糖尿病

モデルにおいてもミズクラゲコラーゲンの有効性と人工真皮治療への適用可能性を証明できた。有力

な再生促進薬であるフィブラストは肉芽形成と血管新生には有効であるが早期に表皮の再生を直接促

進することは できなかった。これらはミズクラゲコラーゲンからの新薬開発の可能性を示す貴重な

成果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 糖尿病モデルマウスにおける人工真皮上の再上皮化比較試験 
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合成糖鎖提示手法を用いた糖鎖―生体分子相互作用の分子化学的解析 

三浦彩音 1) ・樺山一哉 1,4) ・真鍋良幸 1,4)・三宅秀斗 1)・白川明日香 1)・初村洋紀 1) 

・山地俊之 2)・鈴木健一 3)・深瀬浩一 1,4) 

1)阪大院理・化，2)国立感染症研究所，3)岐阜大・G-CHAIN，4) 阪大院理・PRC 

 

糖鎖は細胞膜上で様々な分子と相互作用し，生命現象に

深く関与している．そこには糖鎖の構造多様性が大きく関

与しているが，その多様性ゆえに構造と機能の相関解析を

非常に困難にしている要因ともなっている．この問題を解

決するために我々は，HaloTag®テクノロジーを用いて，均

一な構造の糖鎖を細胞膜上に提示する「合成糖鎖提示手

法」を開発した（図 1）．また所属研究室にて，末端にハロ

アルカンをもつ複数の蛍光修飾糖鎖リガンドが合成され

ている．本研究では，これらの技術と資源を用いて細胞膜

上に種々の構造の糖鎖を提示し，糖鎖−レクチン相互作用

による膜タンパク質の動態制御機構について，糖鎖の分子

構造レベルでの解析を行った． 

 代表的なレクチンであるガレクチン-3（Gal-3）は，β-ガ

ラクトース含有糖鎖を認識し，糖鎖との結合を介して膜タ

ンパク質間を架橋し格子構造（ガレクチンラティス）を

形成し、膜タンパク質の側方拡散や内在化を抑制する

と提案されている（図 2）．そこで Gal-3 による膜タンパ

ク質の動態制御に糖鎖構造がどのように影響するのか

を解析した．側方拡散解析には，蛍光分子の流動性を測

定する光褪色後蛍光回復法（FRAP）と一粒子追尾解析

法（SPT）を用いた．上記解析手法により目的の合成糖

鎖を導入した膜分子の側方拡散速度（T-half）および拡

散係数を算出した．また内在化解析は膜上の蛍光強度の測定

により行った．細胞膜上の HaloTag®融合タンパク質に Gal-3

に結合する３分岐 Gal-GlcNAc 繰り返し N-グリカンリガンド

（12-gly），あるいは Gal-3 に結合しない GlcNAc 末端糖鎖リ

ガンド（7-gly）を導入し，Gal-3 を加えて FRAP 解析を行っ

た．種々の検討の結果，ガレクチンラティスを膜上に保持す

るための内在性糖鎖を十分に持つ細胞においては，Gal-3 の

添加が糖鎖提示タンパク質の T-half をいずれも増加させ，側

方拡散を抑制したが，特に 12-gly 提示タンパク質において顕

著であった（図 3）．同様の結果が共同研究者と行った SPT 解

析でも得られた．以上の結果からガレクチンラティスの機能

が糖鎖構造によって制御されていることが示された．すなわ

ち合成糖鎖提示手法を用いることで，タンパク質の明確な動態制御を構造決定された糖鎖で行うことに成

功した． 

図1 合成糖鎖提示手法
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マイクロ流体デバイスを用いた神経筋接合部モデルの確立 

 

加納葵 1,2、藤田紘暉 1,2、内藤佳津子 2、大友麻子 2,3、秦野伸二 2,3、木村啓志 1,3 
1 東海大学工学部機械工学科、2 東海大学医学部基礎医学系分子生命科学、 
3 東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

はじめに 

筋萎縮性側索硬化症（amyotrophic lateral sclerosis：ALS）は、大脳皮質の上位運動ニュ

ーロン（upper motor neurons：UMNs）と脊髄前角の下位運動ニューロン（lower motor 

neurons：LMNs）の選択的変性を伴う進行性の神経変性疾患である。ALS 発症初期にお

いて、LMNs と骨格筋の接合部である神経筋接合部（neuromuscular junction：NMJ）が失

われていることが知られている。この NMJ の病態を in vitro で再現することができれ

ば、現行よりも優れた ALS モデルを構築することができる。我々の研究グループでは、

in vivo で見られる細胞同士の区画化や接合を可能とする培養器としてマイクロ流体デバ

イスに着目した。2006 年に Taylor らによって神経細胞の区画化を可能とするマイクロ流

体デバイスのデザインが報告され[1]、このデバイスデザインを基に齧歯類由来初代培養

神経細胞の Neuron Device が作製された[2]。しかし、マウス由来初代神経細胞と iPS 由

来神経細胞では細胞体の大きさが異なる。iPS 細胞を区画化するために同研究室の藤田

らによってマイクロスリット幅を変更したデバイス（神経細胞アッセイチップ）が開発

された[3]。本研究では、藤田らが開発した神経細胞アッセイチップを用いて、配向性を

有する骨格筋モデル構築を研究目的として、本稿では、配向性を有する骨格筋束の分化

条件の検討について報告する。 

 

実験方法 

NMJ モデルを構築するために用いたマイクロ流体デバイス（図 1）は、マイクロスリ

ットで仕切られた LMNs 培養区画及び骨格筋培養区画の二つの流路を有する。マイクロ

スリットの幅及び高さを 3 µm とすることで、マイクロスリット内への神経細胞の侵入

を防ぐことが可能である。神経細胞は、情報を受け取る突起（樹状突起）と情報伝達の

役割を担う突起（軸索）を有する。樹状突起は 450 µm 以上の長さにならず、1,000 μm 

以上の長さの突起は軸索であるといえるので、マイクロスリットの長さは 1,000 μm とし

た。各培養区画はそれぞれ骨格筋と LMNs を培養する区画であり、それぞれが独立した

細胞播種や培地交換を行うためのリザーバを有する。本実験では湾曲・直線の 2 通りの

骨格筋培養区画で分化条件の検討を実施した。  

 

結果および考察 

デバイス内培養後の蛍光画像（図 2）から、配向性を有する骨格筋の bundle（筋管

束）を構築することができた。観察の結果、まずリザーバで増殖した骨格筋が剥がれ始
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め、aggregation（凝集体）が両区画のリザーバ付近に形成された。その後、その双方の

リザーバ内に形成された aggregation が、区画内の骨格筋をお互いに牽引し bundle が構築

される様子が観察された。また、湾曲形状の区画において bundle はマイクロスリットの

反対側に形成された(図 2A)。一方、直線形状の区画において bundle は区画中央に形成さ

れた。以上のことから bundle は左右のリザーバ間の最短距離を横断するように形成され

ることが示唆された。 

本研究では、藤田らが開発した神経細胞アッセイチップを用いて、配向性を有する骨

格筋モデル構築を研究目的とし、湾曲・直線の 2 通りの形状で分化条件の検討を実施し

た。その結果、bundle 構築は区画の形状に影響しないが、リザーバ間の最短距離を横断

するように形成された。従って、直線形状の区画において bundle は安定して構築するこ

とが可能である。 
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←図 1 マイクロ流体デバイスデザイン。
（A）湾曲形状の骨格筋培養区画、（B）直線形
状の骨格筋培養区画（C）デバイス概要、（D）
デバイス断面図。 

 

↑図 2 骨格筋束の分化条件の検討結果。
（A）湾曲形状の骨格筋培養区画の bundle．
scale bar = 500 µm、（B）（A）の拡大像．scale 

bar = 200 µm、（C）直線形状の骨格筋培養区画
の bundle．scale bar = 500 µm、（D）（C）の拡
大像．scale bar = 200 µm 
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ロングリードシークエンサーによる DUX4 誘導性の反復配列の発現解析 

 

三橋弘明 1,2、中川草 2,3、三橋里美 4、Frith C. Martin5,6,7、佐々木―本田充 8、櫻井英俊 8 
1 東海大学工学部生命化学科、2 東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター、 
3 東海大学医学部基礎医学系分子生命科学、4 東京医科歯科大学難治疾患研究所、 
5 産業総合技術研究所人工知能センター、6産業総合技術研究所生体システムビッグデー

タ解析オープンイノベーションラボラトリ、7 東京大学大学院新領域創成科学研究科メデ

ィカル情報生命専攻、8 京都大学 iPS 細胞研究所 

 

はじめに 

顔面肩甲上腕型筋ジストロフィー（FSHD）は顔、肩、上腕の筋肉が萎縮し、筋力低下

を来す指定難病である。患者では４番染色体 4q35 領域にある D4Z4 リピートの短縮およ

び低メチル化が生じており、筋細胞で DUX4 遺伝子の発現が起こる。DUX4 遺伝子は本

来、骨格筋では不活性化されているが、FSHD 患者の筋細胞では DUX4 遺伝子の脱抑制

が起こり、DUX4-fl タンパク質が産生される。DUX4-fl は本来、４細胞期特異的に発現

する転写因子で、ヒトの初期発生に重要な遺伝子の発現を活性化する。そのため、FSHD

患者の筋細胞では、本来、筋細胞では発現しない初期胚特異的遺伝子の発現が起きてい

るが、なぜ筋細胞死や筋萎縮を引き起こすのかは解明されていない。近年、DUX4-fl が

ヒトゲノムの遺伝子領域だけではなく、非遺伝子領域からも転写を促進することが報告

された。ヒトゲノムのうち、遺伝子としてタンパク質を産生する領域は約 2%にすぎ

ず、およそ 50%は反復配列によって占められている。反復配列は人間の祖先に感染した

レトロウイルスなどに由来しており、その配列の特徴から内在性レトロウイルス(ERV), 

長鎖散在反復配列(LINE), 短鎖散在反復配列(SINE)などに分類される。これまでに

DUX4-fl が ERV やサテライト配列からの発現を活性化することが報告されていた。これ

らの知見は、ショートリード次世代シークエンサーによるデータに基づいているが、反

復配列はヒトゲノム中に多数存在するため、ショートリード次世代シークエンサーでは

見落とされている転写産物があるのではないかと考えた。そこで本研究では、長鎖の塩

基配列解析をおこなうことができる、ロングリードシークエンサーを用い、DUX4-fl に

よって発現量が変化する転写産物の検出を行った。 

 

実験方法 

DUX4-fl の発現コンストラクトをヒト筋由来細胞株 RD 細胞にトランスフェクション

し、24 時間後に RNA を抽出した。PolyA を含む RNA を精製し、ロングリード次世代シ

ークエンサーPromethION(Oxford Nanopore Technologies 社)で RNA の塩基配列を解読し

た。対照実験として活性を持たない DUX4-s を用いた。得られたデータはヒトゲノムリ

ファレンス(GRCh38)に LAST(https://gitlab.com/mcfrith/last)を用いてマッピングし、DUX4-

fl 発現によって統計的有意に発現量が変化する RNA を同定した。 
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結果および考察 

ロングリードシークエンシングにより、

DUX4-fl を発現する筋細胞において発現が顕

著に増加する遺伝子群を同定した。そのほと

んどは、過去にショートリードシークエンシ

ングによって報告されている初期胚特異的遺

伝子であったことから、我々の手法が正しく

転写産物を検出できていることが確認され

た。また、新規な発見として、TAF11L 遺伝

子群が DUX4-fl によって活性化されることが

明らかとなった。これは TAF11L 遺伝子がゲ

ノム中に複数コピー存在するため、従来の   図 1. 発現量が変化した反復配列 

ショートリードシークエンシングでは検出されな 

かったものと推測された。この例は予想通りロングリードシークエンサーが反復配列の

解読に有利であることを表している。さらに、発現量が変化した反復配列についても多

数、同定することができた（図 1）。反復配列には ERV の他に LINE、SINE(Alu 要素)、

SVA 因子も含まれており、サテライト配列の発現も複数、検出された。特に、反復配列

のスプライシングも明確に検出することができた。また、反復配列と遺伝子がスプライ

シングによってつながった「融合転写産物」を 245 個検出し、うち 216 個は新規なもの

であった。これらの反復配列の発現が FSHD 患者の体でも起きているかを調べるため、

FSHD 患者から作製した iPS 細胞を筋細胞に分化させ、qPCR 法で発現を調べた。その結

果、調べた 4 種類の反復配列のうち、2 種類は健常者由来の細胞に比べ、FSHD 患者由来

の細胞で発現が増加していた。本研究により、DUX4-fl によって活性化される反復配列

が過去の報告よりも複雑であることが明らかになった。DUX4-fl によって活性化するサ

テライト配列が細胞毒性に関与するという報告もあることから、我々が明らかにした反

復配列のリストは FSHD の病態解明に有用な知見であると考えられる。また、ロングリ

ードシークエンシングによる発現解析が従来のショートリードシークエンシングを補う

利点を持つことを示した。 
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高圧力下インピーダンス測定システムの開発 
佐々木海渡 

東海大学理学部物理学科、東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

高圧力下での物性測定は、物質内の粒子間距離を積極的にコントロールできるという意味で、非常に

強力な手法である。[1]例えば、高圧力下炭素質水素化硫黄の三元系においてはほぼ室温での超電導が

実現している。[2]また、惑星内部の高圧力領域の探査には物質の高圧力下での物性に関する情報が不

可欠である。本研究では高圧力下での液体の物性を調べるために圧力範囲 0〜2.5 GPa、温度範囲 77〜

298 K、周波数範囲 1 mHz〜100 kHz でのインピーダンス測定システムを開発した。具体的には 10トン

油圧プレス機と精密圧力制御のためのハンドル式油圧ポンプ、ピストンシリンダー式高圧セル（シリ

ンダ内径 6 mm、C&Tファクトリー製、CTF-HHPC60）、オリジナルなプローブと電気測定装置群からなる

システムである。また、温度コントロールは窒素ガス吹付けもしくは液体窒素による冷却とセルに取

り付けたヒーターのリアルタイムフィードバック制御により実現した。 

 開発した測定システムを評価するために幅広い温度、圧力範囲で一次相転移を起こさない液体であ

るグリセロールを測定試料に選び、その複素誘

電率の周波数依存性を様々な荷重の下で測定

した。図 1に測定結果として 248 Kにおける荷

重範囲 0.6〜5.4 ton でのグリセロールの複素

誘電率の虚数部のスペクトルを示す。ここで、

左右非対称なピークは多数のグリセロール分

子の協同的な運動に起因した誘電緩和である。

図から、荷重の増大によってピーク位置が低周

波側へとシフトしていることがわかる。これは

加圧によりグリセロール分子がより密に充填

され、運動性が低下していることを意味してい

る。 

グリセロールの分子運動の圧力依存性については既に報告があるので[3]、本研究で得られた結果と

比較することで測定システムの圧力を校正した。比較の結果、荷重、L(ton)と高圧セル内部の圧力、

P(GPa)は P=0.256×L の関係にあることがわかった。よって、本研究で開発された装置を用いること

でおよそ 2.5 GPa までの圧力における物性測定が可能であることが示された。今後、本研究システム

を用いて圧力変化による水溶液や機械油の固液転移、タンパク質のミスフォールディングを調べる。 

【参考文献】 

[1] 毛利 信男, 村田 惠三, 上床 美也, 高橋 博樹 編, “高圧技術ハンドブック” 丸善出版, (2007). 

[2] E. Snider, N. Dasenbrock-Gammon, R. McBride, M. Debessai, H. Vindana, K. Vencatasamy, K. V. Lawler, A. 

Salamat & R. P. Dias Nature 586, 373–377 (2020). [3] A. A. Pronin, M. V. Kondrin, A. G. Lyapin, V. V. Brazhkin, 

A. A. Volkov, P. Lunkenheimer, and A. Loidl, Phys. Rev. E 81, 041503 (2010). 
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図 1 様々な荷重における 248 K でのグリセロー

ルの複素誘電率の虚数部の周波数依存性。 
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3) 岡村陽介, “2 次元バイオマテリアルとしての高分子ナノ薄膜 ～設計・物性・医工学展開

～”, 第 4 回東海肝臓病研究会, オンライン, 2020 年 10月 16 日 

4) 樺山一哉 “抗腫瘍薬剤創製を目指した抗体の細胞内局在制御とその機能評価”  

大阪大学蛋白質研究所セミナー 生体膜上の生物化学-解析法の進展から細胞内オルガネラの

バイオロジーまで、オンライン開催 3月 4-5日 (2021) 

5) 樺山一哉 “医理工連携によるがん治療を目指したターゲッティング分子の創成” 

第 29回日本コンピュータ外科学会 日本医工ものづくりコモンズ 特別シンポジウム、オン

ライン開催 11月 23日 (2020) 

6) R. Gemma, “Recent hydrogen storage-related topics and application of hydrogen storage alloys for 

CO2 methanation reaction”, Tokai University x DTU Joint Energy Seminar -Energy Transitions: 

Decarbonization of Energy Systems for Sustainable Society: Improving QoL-, Tokai University 

European Center, Copenhagen/Denmark (Online presentation), December 10 (2020).   

7) 冨田恒之 “赤外線で励起して可視光発光する酸化物アップコンバージョン蛍光体” 日本セ

ラミックス協会第 33 回秋季シンポジウム, 北海道大学（遠隔開催）, 2020 年 9 月 4 日 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) 槌谷和義,技術情報協会「無痛針」の創製技術と痛みの定量化，セミナー 無痛針の開発と痛

みの定量化 2020年 12 月 17日オンライン開催 

2) Tsuchiya Kazuyoshi, ISAJ, Painless microneedle mimicking female mosquito based on Microneedle 

production technique ISAJ Symposium-2020, 2020 年 12月 4日オンライン開催 

3) Y. Sunami, “Web Handling Technology and Its Future”, Korea Flexible & Printed Electronics Society 

2020, Korea, December 3, 2020. 

4) 福田紘大“MicrosoftAzure を活用したソーラーカーの空力開発と BWSC 準優勝への軌跡”，

マイクロソフト オンラインセミナー「製造業の変革を加速するクラウド CAE」，2020 年 6 月

8日（オンライン）. 

5) 福田紘大，“CFD を用いたソーラーカーの空力開発～ソーラーカー世界大会 BWSC2019 準優勝

への軌跡～”，株式会社大塚商会 第 11 回 SOLIDWORKS 解析ユーザー会，2020 年 9 月 4 日

（オンライン）. 
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6) 福田紘大，“ソーラーカーの空力開発と世界大会準優勝への軌跡”，横浜国立大学理工学部，

機械・材料・海洋系学科，特別講義，2020 年 11月 24日（オンライン）. 

 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 木村啓志, “創薬応用に向けた Microphysiological Systems”, 令和２年度 AMED 再生・細

胞医療・遺伝子治療研究開発交流会, web 開催, 2021 年 1月 19日. 

2) H. Kimura,“Microphysiological systems based on microfluidics for cell-based 

assays”, 2020 IEEE NANOMED, web 開催, 2020年 12月 15日. 

3) 木村啓志,大友麻子,“Organ-on-a-chip の概要と ALS 疾患モデルへの応用”, 東海大学総合

医学研究所第 16回研修会, 東海大学伊勢原キャンパス, 伊勢原市, 2020 年 11 月 28日. 

4) 木村啓志,“医薬理工連携によって創成される Organ-on-a-chip”, 第 29 回日本コンピュー

タ外科学会(日本医ものづくりコモンズ), web開催, 2020年 11 月 23日. 

5) 木村啓志,“多臓器型 Microphysiological system を用いた薬剤相互作用の検討”, CBI 学会

2020年大会, web 開催, 2020 年 10 月 28日. 

6) 木村啓志,“機能集積型 Organ-on-a-chipの研究事例”, 創剤研究コンソーシアム 2020年度

第 1 回研究会, web 開催, 2020年 10月 2日. 

7) 木村啓志, “腎臓 Microphysiological systemを用いた腎毒性試験”, 第 47 回日本毒性学会

学術年会, web開催, 2020 年 7月 1日. 

8) 秦野伸二“細胞内膜小胞トラフィッキング異常に焦点を当てた神経変性疾患新規薬剤スクリ

ーニング系の開発”,東海大学卓越研究員制度シンポジウム「ヒト多能性幹細胞と多層的トラ

ンスレーショナル研究」,伊勢原市，2020 年 12月 7日. 

9) 三橋弘明,“顔面肩甲上腕型筋ジストロフィー治療”, 第７４回国立病院総合医学会、シンポ

ジウム 15、SY15-5、2020 年 10月 17日〜11 月 14 日 Web開催（オンデマンド） 

 

  

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

1) So. Nakagawa, “Genome evolution of SARS-CoV-2 and its virological characteristics”, Irago 

Conference 2020, Online. December 11, 2020. 

2) 中川草, 遺伝学から見た新型コロナウイルス, 寺ｄｅサイエンス, 君澤山 蓮馨寺, 三島, 

静岡, 2020 年 12月 10日. 
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＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 喜多理王“日本医工ものづくりコモンズ特別シンポジウム シンポジウム「ナノテクの医療

応用」趣旨説明”,第 29回日本コンピュータ外科学会大会, 2020年 11月, WEB 開催． 

2) 喜多理王,“東海大学マイクロ・ナノ研究開発センターの紹介”, 東海大学マイクロ・ナノ啓

発会【Tμne】第 13回学術講演会, 2021年 2月, WEB開催. 

3) 山花京子,“古代エジプトのガラス”, 古代エジプト美術館「煌きと色の魔術師 エジプト 

第二弾 ～謎のガラス職人たち～」展, オンライン見学会 講演 2021年 2月. 

4) 山花京子, “科学研究費基盤研究（A）「古代地中海世界における知の動態と文化的記憶」 

       発表：2020 年度の研究課題と今後の展望”, 科学研究費基盤研究報告会 2021 年 1月. 

5) 山花京子, “正倉院のガラス”, 日本ガラス工芸学会 オンライン研究会, 司会進行, 2021

年 1 月. 

6) 山花京子, “『トト神を救え！古代エジプトの神像修復プロジェクト』”, 2020 年度研究交

流会 クラウドファンディングに挑戦してみたい研究部門, ポスター発表 優秀賞 2020年

12月. 

7) 山花京子,“『古代エジプトのヒヒ（トト）神の神聖なる言葉』”, 2020年度研究交流会 リ

サーチアート部門 研究推進部長賞 2020 年 12月. 

8) 山花京子,“「日本ガラス工芸の先達たち 藤七、鑛三、そして潤四郎」”, 郡山市立美術館 

日本ガラス工芸学会 オンライン研究会 司会進行 2020年 12月. 

9) 山花京子,“「大人気！北欧ガラスのひみつ―北欧企業のマーケティング戦略―」”, 日本ガ

ラス工芸学会 オンライン研究会, パネリスト 2020 年 11月. 

10) 山花京子 , “「和のガラス―くらしを彩ったびいどろ、ぎやまん」”, 神戸市立博物館展覧

会 日本ガラス工芸学会 オンライン研究会, コメンテーター 2020年 9 月. 

11) 田口かおり,桝田倫広, 木奥恵三, “「作品を守ること／展覧会を記録すること：休館中に考

える《展覧会の守り方》とピーター・ドイグ展」”, ニコニコ美術館特別企画, オンライン

開催, 2020年 4月 30日. 

12) 田口かおり, “「文化財の保存と修復」”, 一橋大学博物館資料保存論招聘講演, オンライ

ン開催, 2020 年 6月 18日. 

13) 田口かおり, “「作品を残すこと、保存修復の理論と実践：北原悌二郎作品の事例を前に」”, 

福岡教育大学招聘講演, 福岡教育大学, 福岡市, 2020 年 6月 8日. 

14) 田口かおり,“「新型コロナウィルス時代の一現場：美術作品の点検/修復の現場における変

化と展開」”, 文化資源学会特別招聘講演, オンライン開催, 2020 年 10月 10日. 

15) 田口かおり,“「美術作品保存修復における化学の役割と展望」”, 東海大学総合医学研究所

/マイクロ・ナノ研究開発センター共同開催第十六回研修会研究発表, 東海大学伊勢原キャン

パス, 伊勢原市,  2020年 11月 28 日. 
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16) 田口かおり, “ 「高知県立美術館春季企画展 あつめてのこす展における作品分析の手

法」”, 東京芸術大学 Art&Acience ラボ研究会講演, 東京芸術大学, 台東区, 2020年 12月

10日. 

17) 田口かおり,“「special lecture: Restoration of contemporary art」”, 東京芸術大学国

際芸術創造研究科記念講演, オンライン開催, 2021 年 1月 27日.  

18) 田口かおり, 長谷川新, 加藤巧, 𡈽方大, 清水泰介, 増田千恵, 熊谷篤史, “『タイムライ

ン ─時間に触れるためのいくつかの方法』”, 出版記念講演会「綴じて、開く。」オンライ

ン開催, 2021 年 2月 6日.  http://artandarchive.com/timeline/record/13/ 

19) 真世土マウ，鶴見英成，吉田晃章，“「鳴るコップ」のレプリカから探る構造的特徴”, 東海

大学アンデスコレクション研究懇談会，東海大学マイクロナノ研究開発センター，平塚市，

2021年 2月 19日. 

20) 松前ひろみ，鴨下真由，今西規，山花京子，吉田晃章，“アンデスコレクションで探る３Dス

キャンの可能性”，東海大学アンデスコレクション研究懇談会，東海大学マイクロナノ研究

開発センター，平塚市，2021年 2月 19日. 

21)  粟野若枝，松前ひろみ，吉田晃章，“X線 CT撮影によるナスカ骨製縦笛の復元”, 東海大学

アンデスコレクション研究懇談会，東海大学マイクロナノ研究開発センター，平塚市，2021

年 2 月 19日. 

22) 松前ひろみ，今西規，山花京子，鴨下真由，吉田晃章，“考古学コレクションと生物学情報を

統合した東海大学デジタル博物館の基盤構築”，東海大学総研プロジェクト研究発表会, 東

海大学総合研究機構，平塚市，2021 年 3月 2日. 
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【国際会議発表】 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) Ayane Miura, Syuto Miyake, Kazuya Kabayama, Yoshiyuki Manabe, Asuka Shirakawa, Hiroki 

Syomura, Toshiyuki Yamaji, Kenichi Suzuki, Koichi Fukase “Analysis of Membrane Protein Dynamics 

by Glycan-galectin Interaction Using Synthetic Glycan-displaying Cells”, Academia Sinica-Osaka 

University Symposium 2020, Online, November 17 (2020) 

2) R. Gemma, “Recent hydrogen storage-related topics and application of hydrogen storage alloys for CO2 

methanation reaction”, Tokai University x DTU Joint Energy Seminar -Energy Transitions: 

Decarbonization of Energy Systems for Sustainable Society: Improving QoL-, Tokai University 

European Center, Copenhagen/Denmark (Online presentation), December 10 (2020).  

3) Masato Kamiya, R. Tokiwa, Kengo Yamaguchi, H. T. Uchida, Yoshihito Matsumura, R. Gemma, 

Ryuichi Kataoka, S. Ono, “Effect of in-situ substrate biases changes and ex-situ hydrogen loading on 

in-plane stress win Sm-Fe thin films”, ACTUATOR 21, Germany (Online Conference), February 17-19 

(2021). 

4) Ren Tokiwa, Shuntaro Nakahiro, Seo Ono, Masato Kamiya, Ryota Gemma, Yoshihito Matsumura, 

Helmut Takahiro Uchida, “Effects of hydrogen treatment and substrate hardness on the negative 

magnetostrictive thin films and their coatings”, ACTUATOR 21, Germany (Online Conference), 

February 17-19 (2021). 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) Ryota KITAMURA, Ganesh Kumar MANI, Kazuyoshi TSUCHIYA, Development of a High-Precision 

pH Sensor Using Polymeric Materials for Heat Stroke, Virtual Irago Conference 2020, IRAGO Online, 

11th December 2020. 

2) Haruka HARAZAKI, Ganesh Kumar MANI, and Kazuyoshi TSUCHIYA, Development of Nano-sheet 

Sensor for Attitude Control of Dragonfly Unmanned Aircraft Vehicles, Virtual Irago Conference 2020, 

IRAGO Online, 11th December 2020. 

3) Noritaka Koaze, Hirokazu Nakasone, Ganesh Kumar Mani, Kazuyoshi Tsuchiya, Peeling method of 

nano-sheet, ICFMA Online International conference on Functional Materials and Applications 2020, 

11-13 December 2020. 

4) Ginyama Yasuo, Mani Ganesh Kumar, Tsuchiya Kazuyoshi, Development of Flexible Anti-Reflection 

Films Using Transparent Polymers, ICFMA Online International conference on Functional Materials 

and Applications 2020, 11-13 December 2020. 

5) Toshiaki KANEMATSU, Ganesh Kumar MANI, Kazuyoshi TSUCHIYA, Nonenzymic Micro-Needle 

Sensor for Glucose Detection, ICFMA Online International conference on Functional Materials and 

Applications 2020, 11-13 December 2020. 

 

 



 

 

41 

 

 

6) Haruka Harazaki, Ganesh Kumar Mani, Kazuyoshi Tsuchiya, Development of Thin Film Pressure 

Sensor for Attitude Control of Dragonfly Unmanned Aerial Vehicles, ICFMA Online International 

conference on Functional Materials and Applications 2020, 11-13 December 2020. 

7) Hiroki SHIMAMIYA, Ganesh Kumar MANI, Kazuyoshi TSUCHIYA Development of a pH Sensor for 

Circulating Tumor Cells in Microfluidic Devices, ICFMA Online International conference on 

Functional Materials and Applications 2020, 11-13 December 2020. 

8) Ryota KITAMURA, Ganesh Kumar MANI, Kazuyoshi TSUCHIYA, Development of High-Precision 

pH Sensor on Nanosheet for Heatstroke, ICFMA Online International conference on Functional 

Materials and Applications 2020, 11-13 December 2020. 

9) Haruka Harazaki, Ganesh Kumar Mani, Kazuyoshi Tsuchiya, Development of pressure sensor uning 

P(VDF-TrFE) thin film, EUSPEN Virtual International Conference 8th – 12th June 2020. 

10) K. Takemae, K. Sasaki, H. Kimura, R. Kita, N. Shinyashiki "Development of separation method for 

contaminated water of Fukushima Daiichi (F1) NPS"(Poster) Virtual Irago Conference 2020, オンラ

イン, 2020年 12月 11日. 

11) T. Nishida, Y. Sunami, “Improvement of Wound Roll Defects and the Effect of Film Properties”, The 

29th ASME Annual Conference on Information Storage and Processing Systems (ISPS 2020-

Virtual),USA, June 25, 2020. 

12) M. Tamada, Y. Sunami, “Mass Production and Film Thickness Control of Meso Porous Silica Thin 

Films”, The 29th ASME Annual Conference on Information Storage and Processing Systems (ISPS 

2020-Virtual), USA, June 26, 2020. 

13) S. Nakano, S. Zhang, M. D. Ibrahim, Y. Sunami, “Tribological Characteristics Between Polymer 

Nanosheets and Human Skin”, The 29th ASME Annual Conference on Information Storage and 

Processing Systems (ISPS 2020-Virtual), USA, June 25, 2020. 

14) Y. Kashiwabara, M. D. Ibrahim, L. B. Roslan, H. Watanabe, Y. Sunami, “Effects of Injection Speed on 

Mechanical Properties in High-Pressure die casting of Mg-RE alloy”, The 5th International Conference 

on Design Engineering and Science (ICDES 2020-Virtual), Japan, November 5, 2020. 

15) Yusuke Mizuno, Shun Takahashi, Gouji Yamada, “Investigation of Hypersonic Flow around a Half 

Circular Cylinder using Coupled Flow-thermal Analysis” AIAA SciTech (2021). 

16) Kaoru Takemura, Shotaro Nara, Shun Takahashi, Hiroki Nagai, Takuya Adachi, "Development of 

Prediction Model for Heat Pipe Performance Using One Dimensional Discrete Bubble Model" Proc. of 

Seventeenth International Conference on Flow Dynamics,  (2020). 

17) Shotaro Nara, Yuki Kawamoto, Shun Takahashi, Shigeru Obayashi, “Non-Newtonian Multiphase Flow 

Using Immersed Boundary Method”, 17th International Conference on Flow Dynamics, (2020). 
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＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) K. Doi, H. Kimura, M. Nangaku, and T. Fujii, “High Throughput Glomerulus Experimental Model 

Device With Mechanical Filtration For Drug Discovery Research”, µTAS 2020, web開開, October 4-9 

(2020). 

2) K. Komori, M. Usui, Y. Sakai, and H. Kimura, “Amperometric Monitoring of Glucose Level for Non-

Invasive Cell-Based Assays Based on Glucose Dehydrogenase-Modified Swcnts”, PRiME 2020 (ECS, 

ECSJ, & KECS Joint Meeting, web開催, October 4-9 (2020). 

3) T. Sato, M. Komeya, H. Yamanaka, H. Nakamura, Y. Kondo, K. Aoki, H. Kimura, T. Ogawa, and S. 

Yoshida, “Visualizing the "cycle" and "wave" of the seminiferous epithelium”, Cold Spring Harbor 

Laboratory meeting (Germ Cells), web開催, Septenber 29-October 2 (2020). 

4) Kai Sato, Asako Otomo, Mahoko Takahashi Ueda, Yui Hiratsuka, Kyoko Suzuki-Utsunomiya, Junya 

Sugiyama, Shuji Murakoshi, Shun Mitsui, Suzuka Ono, So Nakagawa, Fui-Fang Shang, Shinji Hadano, 

“Altered oligomeric states in pathogenic ALS2 variants associated with juvenile motor neuron diseases 

cause loss of ALS2-mediated endosomal function.”, Experimental Biology 2020/2020 ASBMB 

Annual Meeting, April, (2020). 

5) Atsushi Fukuda Human pluripotent stem cell & integrative translational research. Tenure track 

international symposium. Tokai University, Japan. December 7th (2020). 

 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

1) Yamazato, A. Kondo, M, Hoshino, S. kikuchi, J. Ikeuchi, M. Yamazaki, K. Okino, S. Yamamoto, K. 

Effects of listening to music on sleep disorders in university students - Targeting Japanese university 

students, examination based on differences in music types -, The International Association for Music 

and Medicine. May 5 (2020).  

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) K. Takemae, K. Sasaki, H. Kimura, R. Kita, N. Shinyashiki, "Development of separation method for 

contaminated water of Fukushima Daiichi (F1) NPS", Virtual Irago Conference 2020, December 11, 

WEB開催 , 2020. 

2) 高島美穂, 田口かおり, 

森直義「クロード・モネ作《睡蓮、柳の反映》における材料・技法についての科学的調査」文化財保存修復学会第42回大会

, 2020年6月20-21日（＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため電子媒体による発表の実施）. 
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【受賞等】 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) 谷神 絃太, 岡村 陽介, 平野 佑真, 瀧本 駿, 張 宏, 住吉 秀明, 川口 章, ベストポスタ

ー賞, “線維芽細胞増殖因子を内包した生分解性超薄膜の創製と心筋梗塞治療材料としての

機能評価”, 東海大学マイクロ・ナノ啓発会 (Tmne) 第 13回学術講演会, オンライン, 2021

年 2 月 27日. (受賞者 谷神 絃太) 

2) 納富 拓真, 張 宏, 鈴木 智雅, 鎗野目 健二, 岡村 陽介, ベストポスター賞, “生体模倣

型接着分子による撥水性ナノ薄膜の表面改質と生体組織イメージング用ツールとしての評

価”, 東海大学マイクロ・ナノ啓発会 (Tmne) 第 13 回学術講演会, オンライン, 2021 年 2

月 27日. (受賞者 納富 拓真) 

3) 高橋 学，神田 裕美，仲野 駿介，砂見 雄太，岡村 陽介，喜多 理王，新屋敷 直木，藤井 修

治, ベストポスター賞, “ずり流動下で起こる高分子超薄膜の構造形成と破壊の解析”, 東

海大学マイクロ・ナノ啓発会 (Tmne) 第 13 回学術講演会, オンライン, 2021年 2月 27日. 

(受賞者 高橋 学) 

4) 青木 拓斗, 張 宏, 鎗野目健二, 波多野 佳奈枝, 樺山 一哉, 深瀬 浩一, 岡村 陽介, 優秀

ポスター賞, “新規バイオイメージング技術としての超薄膜ラッピング法の確立”, 第 69回

高分子討論会,  オンライン, 2020 年 9月 16-18 日. (受賞者 青木 拓斗) 

5) 澤原馨登, 源馬龍太, 優良発表賞, “振動型ボールミルを用いた LaNi5による CO2メタン化反

応のモニタリング”, 2020 Society of Advanced Science (SAS)シンポジウム, オンライン

開催, 2020年 11月 12-13日. (受賞者 澤原馨登) 

6) 小倉 正, 岡村 陽介, 淺香 隆, 松前 義治, 樋口 昌史, 優秀発表賞, “コアシェル型球状

メソポーラスシリカの合成”, 第 15回セラミックフェスタ in神奈川 (2020.12.12, オンラ

イン) 受賞者 小倉 正) 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) 日本材料科学学会 第 6 回インフォマティック．バイオマテリアル研究会兼 ICFMA2020 ベス

トプレゼンテーションアワード Haruka Harazaki, Ganesh Kumar Mani, Kazuyoshi Tsuchiya, 

Development of Thin Film Pressure Sensor for Attitude Control of Dragonfly Unmanned Aerial 

Vehicles, ICFMA, Online International conference on Functional Materials and Applications 2020, 11-

13 December 2020 

2) M. Tamada, Y. Sunami, Best Paper Award, “Mass Production and Film Thickness Control of Meso 

Porous Silica Thin Films”, The 29th ASME Annual Conference on Information Storage and Processing 

Systems (ISPS2020-Virtual), August 11. 
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受賞等つづき 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 榛葉健汰, 木村啓志, “スターラポンプ集積型多臓器 Microphysiological system を用いた

腸/肝モデル細胞の相互作用評価”, 東海大学総合医学研究所第 16回研修会, 東海大学伊勢

原キャンパス, 伊勢原市, 2020年 11月 28 日 ショートプレゼンテーションアワード最優秀

賞. 

2) 上田大貴, 榛葉健汰, 伊藤 優冶, 西川 昌輝, 酒井 康行, 木村啓志, “高次薬剤アッセイ

試験に向けて肝細胞スフェロイドを用いた多臓器生体模倣システムの構築”, 日本機械学会 

関東支部「第 60 回学生員卒業研究発表講演会」, web 開催, 2021 年 3 月 10 日 Best 

Presentation Award. 

 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

  中川草, 松前重義賞（学術部門)「大規模塩基配列を活用した医学・生命科学研究」. 

 

<文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 南原直紀, 高橋学, 津川幸太, 佐々木海渡, 喜多理王, 新屋敷直木, ベストポスター賞, 

“光散乱法による高分子電解質のキャラクタリゼーション～未来を担うバイオマス資源キト

サン～”, 東海大学マイクロ・ナノ啓発会第１３回学術講演会, 2021 年 2 月 27日. (受賞者 

南原直紀). 

2) 高橋学、神田裕美, 仲野駿介, 砂見雄太, 岡村陽介, 喜多理王, 新屋敷直木, 藤井修治，ベ

ストポスター賞, “ずり流動下で起こる高分子薄膜の構造形成と破壊の解析”, 東海大学マ

イクロ・ナノ啓発会第１３回学術講演会, 2021年 2月 27日. (受賞者 高橋学). 

3) 秋山泰伸、松前重義記念基金奨励賞「牧野不二雄奨励賞」“科学教育啓発活動を活用した学

生の４つの力の育成”,  2020年 12月 22日. 
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【特許など知的財産権】 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) 木村 啓志, 福田 篤, 岡村 陽介, 喜多 理王, 大友 麻子, 張 宏, “細胞培養基材、細胞培

養用樹脂薄膜、および細胞培養方法”, 特願 2020-206366（出願日：2020 年 12月 11 日）. 

2) 加藤弘樹、深瀬浩一、樺山一哉、下山敦史、角永悠一郎、豊嶋厚史、篠原厚、金田安史、西川

智之 “金ナノ粒子含有医薬” 特願 2020-86250. 

3) 加藤弘樹、深瀬浩一、樺山一哉、下山敦史、角永悠一郎、豊嶋厚史、篠原厚、金田安史、西川

智之 “At-211アスタチン標識金ナノ粒子の局所投与による悪性腫瘍増殖抑制” 特願 2021-

022612. 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) 窪田紘明，今井大輔：方法およびパンチ，特願 2020-97952，（出願日：2020年 6月 4日）． 

2) 窪田紘明，秋元雄天：塑性加工方法および塑性加工装置，特願 2020-109571，（出願日：2020

年 6 月 25日）． 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 木村啓志, 福田篤, 岡村陽介, 喜多理王, 大友麻子, 張宏, “細胞培養基材、細胞培養用樹

脂薄膜、および細胞培養方法”, 特願 2020-206366（出願日：2020 年 12月 11 日）. 

2) 藤井輝夫, 南学正臣, 土肥浩太郎, 木村啓志, “培養容器及びそれを用いた測定方法”, 特

願 2020-136347（出願日：2020年 8月 12日）. 

3) 藤井輝夫, 南学正臣, 土肥浩太郎, 木村啓志, “腎臓濾過機能再現装置、腎臓濾過機能評価

装置、及び腎臓濾過機能評価方法”, 特願 2020-141828（出願日：2020年 5月 20日）. 

4) 岡村陽介, 張宏, 喜多理王, 木村啓志, “観察試料用被覆具、被覆具包装体及び観察試料の

被覆方法”, PCT/JP2020/019873（出願日：2020年 5月 20日）. 
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特許など知的財産権つづき 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

 安田佳代, 石井直明, 中野洋文, “加齢による活動量の低下を抑制するための技術の提供”,  

 特願 2021-38069（出願日：2021 年 3月 10日） . 

 

<文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 木村啓志, 福田篤, 岡村陽介, 喜多理王, 大友麻子, 張宏, “細胞培養基材、細胞培養用樹

脂薄膜、および細胞培養方法”, 特願 2020-206366（出願日：2020 年 12月 11 日）． 

2) 岡村陽介, 張宏, 喜多理王, 木村啓志, “観察試料用被覆具、被覆具包装体及び観察試料の

被覆方法”, PCT/JP2020/019873（出願日：2020年 5月 20日）． 
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【獲得研究費】  

１．科学研究費助成事業 

 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) 岡村陽介（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2018～2020年度） 

「ミズクラゲに由来する皮膚再生促進因子の解明と優れた皮膚再生医療への応用」 

2) 樺山一哉 (研究分担者)  

  科学研究費補助金 基盤研究(S)（2020〜2024 年度） 

  「合成糖鎖と糖鎖再構築モデルによる糖鎖機能の解析と免疫制御」 

3) 樺山一哉 (研究分担者)  

  科学研究費補助金 基盤研究(B)（2019〜2021 年度） 

  「皮膚貼付型熱中症フレキシブルセンサの開発」 

4) 樺山一哉 (研究分担者)  

  科学研究費補助金 基盤研究(C)（2019〜2021 年度） 

  「膜受容体の流動性とシグナル伝達の関係性から見た揮発性麻酔薬作用機序の解明」 

5) 樺山一哉 (研究代表者)  

  科学研究費補助金 基盤研究(C)（2018〜2020 年度） 

  「ウイルス感染細胞モデルにおける脂質ラフト解析」 

6) 源馬龍太（研究代表者） 

科学研究費補助金 若手研究 （2019～2021 年度） 

「水素吸蔵合金を用いた低温下メタン合成の検証」 

7) 冨田恒之（研究分担者） 

    科学研究費補助金 基盤研究（Ｂ）（2019～2021 年度） 

  「光マネジメント科学の学理構築：包括的理解に基づく材料とナノ構造の最適化」 
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＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) 槌谷和義（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（B） （2019～2021年度） 

「皮膚貼付型熱中症フレキシブルセンサの開発」 

2) 槌谷和義（受入研究者） 

科学研究費補助金 特別研究員奨励費 （2019～2021年度） 

「単一細胞代謝物をモニタリングするための次世代移植可能なナノセンサ技術」 

3) 新屋敷直木(研究分担者) 

科学研究費補助金  基盤研究（Ｂ）(2018～2020年度) 

広帯域誘電分光法を用いた定位的時期特異的物理治療法の開発 

4)  砂見雄太（研究代表者）  

  科学研究費補助金 基盤研究（C）（2020～2022 年度） 

  「脳波計を用いたナノシートの摩擦・摩耗特性と触覚記憶の関係解明」 

5)  砂見雄太（研究分担者）  

  科学研究費補助金 基盤研究（B）（2019～2021 年度） 

  「皮膚貼付型熱中症フレキシブルセンサの開発」 

4) 高橋俊（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2018～2021年度） 

「埋め込み境界法による気液二相熱流体解析のための界面捕獲法の高度化」 

5) 高橋俊（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2022年度） 

「腎杯内尿流シミュレーションによる結石形成のリスク分類法と予防法の開発」 

６）福田紘大（研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2021 年度） 

  「腎杯内尿流シミュレーションによる結石形成のリスク分類法と予防法の開発」 

7)  福田紘大（研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究（C）（2018～2021 年度） 

  「埋め込み境界法による気液二相熱流体解析のための界面捕獲法の高度化」 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 木村啓志（研究分担者） 

  科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）（2020～2022年度） 

  「新規血液脳関門透過性調節因子に着眼した革新的脳内薬物デリバリー法の開発」 

2) 木村啓志（研究代表者） 

  科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）（2020～2022年度） 

  「ルードヴィッヒ・ソレー効果を応用した水素同位体分離法の検証」 

 

 

科学研究費助成事業つづき 
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3) 木村啓志（研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究(B)（2020〜2022 年度） 

  「神経活動リズムを形成する過分極応答解析のためのイメージングデバイス開発」 

4) 木村啓志（研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究(B)（2019〜2022 年度）  

  「ALS2分子ネットワーク異常に着眼した上位運動ニューロン変性メカニズムの解明」 

5) 木村啓志（研究代表者） 

  科学研究費補助金 基盤研究(B)（2018〜2022 年度） 

  「生理学的パラメータを模倣した機能集積型 Body-on-a-chip の構築」 

6) 木村啓志（研究分担者） 

  科学研究費補助金 新学術領域研究（2018～2022 年度） 

  「配偶子インテグリティの構築」 

7) 木村啓志（研究分担者） 

  科学研究費補助金 新学術領域研究（2018～2022 年度） 

  「普遍的な in vitro 精子産生系の開発」 

8) 大友麻子（研究代表者） 

  科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2021 年度） 

  「初期エンドソームの機能破綻に着目した神経変性疾患発症機構の解 析」 

9) 大友麻子（研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究（B）（2019～2022 年度） 

  「ALS2分子ネットワーク異常に着眼した上位運動ニューロン変性メカニズムの解明」 

10) 大友 麻子（研究分担者） 

  文部科学省・科学研究費助成事業・挑戦的研究（萌芽）（2020～2022 年度） 

  「新規血液脳関門透過性調節因子に着眼した革新的脳内薬物デリバリー法の開発」 

11) 亀谷美恵（研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究(C)（一般）(2019-2021年度)  

  「Oncofertilityの視点に基づく若年癌患者の生殖障害の漢方治療法の確立」 

12) 亀谷美恵（研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究(C)（一般）(2019-2021年度)  

  「胎児が制御する羊膜・十網膜の恒常性維持機構とその破綻」 
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13) 秦野伸二(研究代表者)  

  科学研究費補助金 基盤研究（B）（2019～2022 年度） 

  「ALS2分子ネットワーク異常に着眼した上位運動ニューロン変性メカニズムの解明」 

14) 秦野伸二（研究代表者） 

  文部科学省・科学研究費助成事業・挑戦的研究（萌芽）（2020～2022 年度） 

  「新規血液脳関門透過性調節因子に着眼した革新的脳内薬物デリバリー法の開発」 

15) 秦野伸二（研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2021 年度） 

  「初期エンドソームの機能破綻に着目した神経変性疾患発症機構の解析」 

16) 福田篤（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（B）（2020～2022年度） 

「De novo DNAメチル化の消去が及ぼすヒト ES/iPS 細胞の初期胚化の検証」 

17) 福田篤（研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究（A）（2020～2023 年度） 

  「生命発動と器官発生・制御に関わるヒト受精杯分子機序の解明」 

18)  三橋弘明（研究代表者） 

  科学研究費補助金 基盤研究(C) (2018〜2020 年度) 

  「顔面肩甲上腕型筋ジストロフィー病態に関与する内在性レトロウイルスの探索」 

 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

1) 中川草 （研究代表者） 

  科学研究費補助金 新学術領域研究 (2019-2020 年度)   

  「大規模バイローム解析システムの構築および新規同定ウイルスの分子進化解析」 

2) 中川草 （研究代表者） 

  科学研究費補助金 基盤研究（C） (2020-2022 年度) 

  「哺乳類ゲノムに内在化したレトロウイルス由来 の遺伝子の進化メカニズムの解明」 

3) 中川草 （研究分担者） 

  科学研究費補助金 基盤研究（C） (2018-2020 年度) 

  「顔面肩甲上腕型筋ジストロフィー病態に関与する内在性レトロウイルスの探索」 

4) 中川草（研究分担者）  

  科研費補助金 基盤研究（C）（2019〜2021 年度）  

  「大腸がんにおけるヒト内在性レトロウイルスの発現解析と機能解明」 

5) 中川草（研究分担者）  

  科研費補助金 挑戦的研究（萌芽）（2019〜2021 年度）  

  「メラノーマ由来内在性レトロウイルスの機能解明と獣医臨床への応用」 
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6) 中川草（研究分担者）  

  科研費補助金 基盤研究（B）（2020〜2023 年度） 

  「共生レトロウイルスの抗腫瘍ポテンシャルの解明と有効活用」 

7) 中川草（研究分担者）  

  科研費補助金 基盤研究（B）（2020〜2023 年度） 

  「内在性レトロウイルス依存性の宿主因子機能と機能変更による腫瘍化」 

8) 池内眞弓（研究代表者）  

  科研費補助金 基盤研究（C）（2020～2023年度）  

  「高齢者の社会活動参加の仕組み構築および社会活動参加による健康度への効果検証」  

9) 池内眞弓（研究分担者）  

  科研費補助金 基盤研究（C）（2019～2022年度）  

  「簡易型認知行動療法プログラムの生活習慣改善への効果検証」  

10) 佐々木 海渡（研究代表者） 

    科学研究費補助金 若手研究  （2019〜2022 年度） 

  「分子性液体のポリアモルフィズムと分子運動の関係」 

11) 宮沢正樹（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2020～2022年度） 

  「細胞内鉄代謝シグナルの解明とがん治療への応用」 

12) 宮沢正樹（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2020～2022年度） 

「転写因子 MXL-3による酸化ストレス応答と栄養シグナルの統合機構の解明」 

13) 宮沢正樹（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2022年度） 

「microRNAを標的とした膵神経内分泌腫瘍の新規治療法の開発」 

14) 安田佳代（研究代表者）  

  科学研究費補助金 基盤研究（C）（2020～2022 年度）  

  「転写因子 MXL-3による酸化ストレス応答と栄養シグナルの統合機構の解明」  

 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 喜多理王（研究代分担者） 

  科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）（2020～2022年度） 

  「ルードヴィッヒ・ソレー効果を応用した水素同位体分離法の検証」 

2) 遠藤誠二（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2021年度） 

「カスタマイゼーション・システムの実証研究を通じた共創活動のメカニズム解明」 
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3) 山花京子（研究分担者） 

基盤研究(A) （2018～2022 年度） 

「古代地中海世界における知の動態と文化的記憶」 

4）田口かおり（研究代表者）科学研究費補助金 若手研究 (2019～2022 年度)  

 「非破壊光学調査による西洋近代絵画の技法解明と保存修復来歴の再構成」 4,160(千円)  

5）富田 誠（研究代表者） 

   科学研究費補助金 若手研究 （2019～2021 年度） 

「研究者間の創造的連携を支援する視覚的対話プログラムの開発」 

6）富田 誠（研究分担者） 

    科学研究費補助金 基盤研究（B）（2018～2020 年度） 

資源消費が誘発する地球改変量：影響の原因者である消費国が果たすべき役割 
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【獲得研究費】 

２．その他競争的資金 

 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) 岡村陽介（研究代表者） 

  革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト (AMED)（2019～2023年度） 

 「生体脳深部イメージングの限界を打破する革新的ナノ薄膜の開発」 

2) 岡村陽介（研究代表者） 

  2020年度生理学研究所一般共同研究・大学利用機関法人自然科学研究機構（2020 年度） 

 「生体深部イメージング用高分子ナノ薄膜の創製と機能評価」 

3) 岡村陽介（研究代表者） 

  2020年度コスメトロジー研究助成, (公財) コーセーコスメトロジー研究財団 

（2020～2022 年）「装着感のない皮膚貼付型ナノ透明薄膜の創製と芳香・消臭能の精密制御」 

4) 岡村陽介（研究分担者） 

 東海大学総合研究機構「プロジェクト研究」（2018～2020 年度） 

 「新しい皮膚欠損創傷充填グラフト、再生促進剤の開発」 

5) 樺山一哉（研究参画者） 文部科学省 概算要求事項 

2018年〜2022年「放射線科学基盤機構設置による新規医療イノベーションの推進」 

（代表者: 篠原厚 大阪大学大学院理学研究科） 

6) 樺山一哉（研究参画者） JST研究成果展開事業産学共創プラットフォーム共同研究推進プロ

グラム（OPERA） 

2017年〜2022年「量子アプリ共創コンソーシアム」  

（領域統括: 中野貴志 大阪大学核物理研究センター） 

7) 樺山一哉（研究参画者） 日本学術振興会  国際交流事業 二国間交流事業 

2020年〜2021年「バングラデシュ薬用植物由来免疫調節化合物の同定と生体模倣酸化による

誘導体化」 

8) 冨田恒之 

   2020年度物質・デバイス領域共同研究拠点共同研究課題 基盤共同研究  

  「課題番号 20201162, アップコンバージョン蛍光体の結晶構造と発光効率の相関調査ならび

に高効率発光材料の探索」 
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＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) 槌谷和義   二国間交流事業 共同研究・セミナー2020 年〜2021年度(新規) 海水からの希土

類元素選択分離ポンプの設計と開発，課題番号 JPJSBP120 207718，1,000,000 円 

2) 槌谷和義  東京工業大学 生体医歯工学共同研究拠点共同研究プロジェクト，90,000 円 

3) 落合成行（研究代表者） 

公益財団法人天田財団 一般研究助成＜レーザ加工＞（2019～2021 年度） 

「新興国の大気環境改善のための液滴微粒化コントロールに向けた微細構造加工の設計・手

法」 

4) 落合成行（研究代表者） 

NEDO国際研究開発／コファンド事業／日本－ドイツ研究開発協力事業（cornet）（2019～2022

年度） 

「ピストンリング周りの燃料とオイル挙動の明確化研究」 

5) 窪田紘明 

公益財団法人 金型技術振興財団（令和２年度研究開発助成） 

2021 年度「加工中の温度勾配を用いた残留応力制御技術」 

6) 窪田紘明 

東海大学総合研究機構 研究奨励補助計画費  

2020 年度「環境を考慮した自動車用高強度中空構造部材の開発」 

7) 窪田紘明 

 2020 年度日本銅学会研究助成 

2020 年度～2021年度「次世代モバイル端末およびドローンに向けた高機能銅合金ばねの開発」 

8)  窪田紘明（研究代表者）  

公益財団法人天田財団 奨励研究助成（若手研究者枠）＜塑性加工＞（2020～2022年度） 

「高強度中空構造部材を実現するハイドロフォーミングにおける強制潤滑技術」 

9)   窪田紘明（研究代表者）  

日本塑性加工学会 若手研究者研究助成（2020年度～2021 年度）「温度勾配を利用した引

抜き棒線材の残留応力制御」 

10)  窪田紘明（研究代表者）  

公益財団法人天田財団 国際交流助成 ＜塑性加工＞（2020 年度） 

「Control of Residual Stress in Drawn Wire Using Temperature Gradient During 

Drawing」 

11) 砂見雄太 2020 年度 共同研究 JX金属株式会社 

  「乙製品に関連する銅箔の折れしわ発生メカニズムの解明とその防止方法に関する研究 

（2期目）」 
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12) 砂見雄太 

  2020年度 共同研究 旭東ダイカスト株式会社 

  「難燃性・高強度マグネシウム合金による高品質ダイカスト品の品質解析法と評価法の研究 

3 期目」 

13) 砂見雄太 

  2020年度 共同研究 株式会社荏原製作所 

  「高分子膜を用いた微小粒子除去に関する基礎研究（３）機械プロセス」 

14) 砂見雄太，喜多理王 

  2020年度 共同研究 明和ゴム工業株式会社 

 「ゴムニップロール表面状態と成膜フィルム表面状態の相関関係の究明（2）」 

15) 砂見雄太 

  2020年度 共同研究 株式会社タンケンシールセーコウ 

  「乙製品に関連するエアターンバーの実用化に向けた研究開発（２）」 

16) 砂見雄太 

  2020年度 Consulting LG Electronics Inc. 

  「Consulting to Analysis and Development of R2R Web Handling」 

17) 砂見雄太 

  2018年～2021 年 公益財団法人 NSK メカトロニクス技術高度化財団 

  「ナノシートのトライボロジー特性と脳波測定による触覚記憶と摩擦の関係解明」 

18) 高橋俊（研究分担者） 

天田財団研究開発助成（2019～2022 年度） 

「レーザー加工場に適用可能な遠隔・簡易光学式異常音響検知装置の研究開発」 

 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 木村啓志（研究代表者） 

  令和 2 年度橋渡し研究戦略的推進プログラム慶應義塾大学拠点 異分野融合型シーズ(AMED)      

（2020 年度）  

  「生理的神経筋結合部を有する筋萎縮性側索硬化症（ALS）モデルの構築」 

2) 木村啓志（研究分担者） 

  再生医療・遺伝子治療の産業化に向けた基盤技術開発事業(AMED)（2017-2021年度） 

  「階層的共培養を基礎とする Liver/Gat on-a-chip の開発：インビトロ腸肝循環評価を目指

した高度な代謝と極性輸送の再現」 

3) 木村啓志（研究代表者） 

  再生医療・遺伝子治療の産業化に向けた基盤技術開発事業(AMED)（2017-2021年度） 

  「創薬における高次 in vitro 評価系としての Kidney-on-a-chipの開発」 
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4) 木村啓志（研究分担者） 

  革新的先端研究開発支援事業(AMED) （2017-2022 年度） 

  「精子形成を支える幹細胞のホメオスタシスと機能低下」 

5) 大友麻子（研究代表者）秦野伸二、木村啓志（分担者） 

  東海大学総合研究機構 2019年度プロジェクト研究 小型 

  「マイクロデバイスを用いた神経変性疾患予防薬・治療薬の開発」 

6) 亀谷美恵（研究代表者）AMED 橋渡し研究戦略的推進プログラム (2019-2020 年度)「課題番号：

A321TS; IRAEs調整可能な抗がん作用を持つ免疫チェックポイント抗体の開発」 

7) 秦野伸二、令和 2〜4 年度（2020〜2022）日本医療研究開発機構（AMED）、再生医療実現拠点

ネットワークプログラム、疾患特異的 iPS 細胞の利活用促進・難病研究加速プログラム、興

奮／抑制均衡と神経変性疾患モデルのための神経サブタイプ純化.（研究代表者：慶應義塾大

学医学部 石川充、分担研究開発課題名：ALS モデル細胞作出のための上位及び下位運動神経

細胞へのロバストな分化誘導） 

8) 福田篤（研究代表者） 

  再生医療実現拠点ネットワークプログラム（幹細胞・再生医学イノベーション創出プログラ

ム（AMED）（2019 年～2022 年） 

  「ヒト多能性幹細胞を用いた転写/エピゲノム多様性・性差に基づく神経細胞分化能の制御機

構解明と予測モデルの構築」 

9) 福田篤 

  文部科学省卓越研究員事業（2018～2022 年） 

10) 三橋弘明（研究代表者） 

  公益財団法人武田科学振興財団 ライフサイエンス研究助成 （2020〜2022 年度） 

  「核膜病におけるオートファジーの生理的意義の解明」 
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＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

1) 中川草 東海大学医学部医学科研究助成金・萌芽的研究助成（2020 年度） 

  「新型コロナウイルスの病原性の解明にむけた分子進化・実験ウイルス学解析」 

2)  中川草 内閣官房事業 株式会社三菱総合研究所 (2020 年度) 

  「感染早期検知・リスクアセスメント並びにウイルス変異と感染症・病原性に 

  関する網羅的、かつ先制的研究」 

3)  中川草（研究分担者） AMED（医療研究開発推進事業補助金） (2020 年度) 

  「システムウイルス学による新型コロナウイルス感染症等新興感染症の 

  病原性発現および異種間伝播の原理の解析」 

4)  中川草（研究分担者） AMED（医療研究開発推進事業補助金) (2020 年度～2021 年度） 

  「COVID-19の発症と病態を規定するウイルス要因・変異の同定とその機序の解明」 

5)  中川草（研究分担者）CREST（戦略的創造研究推進事業）（2020年度～2023 年度） 

  「SARS-CoV-2のゲノム多型解析と薬剤耐性の可能性についての検証」 

6) 宮沢正樹（研究代表者）, 笹川昇（研究分担者） 

東海大学総合研究機構 プロジェクト研究【小型】（2019-2021年度） 

「鉄の細胞内制御システムを標的とした新規抗がん剤の開発」 

7) 宮沢正樹（研究代表者） 

京都大学ウイルス・再生医科学研究所 2020 年度「再生医学・再生医療の先端融合的共同研究

拠点」（2020 年度） 

「造血幹細胞および白血病幹細胞における新規鉄代謝制御因子の機能解析」 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 葛巻徹（研究代表者）、鳥越甲順、中瀬順介、稲垣 豊、片山秀和、黒田泰弘、喜多理王、森友

靖生、住吉秀明、「腱形成メカニズムの解明による生体組織由来の再生人工靱帯の創製」、日

本医療研究開発機構（AMED）「橋渡し研究戦略的推進プログラム」令和 2年度橋渡し研究異分

野融合型研究シーズ 2020 年度． 

2) 葛巻徹（研究代表者）、片山秀和、森友靖生、稲垣豊、喜多理王、中瀬順介、鳥越甲順、「腱・

靭帯損傷の再生医療技術の開発に向けた医理農工連繋研究」、2020 年度東海大学プロジェク

ト研究（3年間）． 

3) 田口かおり（研究代表者）文化庁 令和２年度第２次補正予算事業  

「文化芸術活動の継続支援事業」(2020年度) 
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【報道発表等】 

1) 東海大学新聞 第 1089号 2020年 4月 1日 4頁 

大学発の技術が商品化、顕微鏡用ナノシートを発売 

マイクロ・ナノ研究開発センターの喜多理王所長（理学部教授）らが中心となって設立した

大学発ベンチャーである株式会社チューンがこのほど、顕微鏡観察用ナノシート「Myell（マ

イエル）TM」の本格販売を開始した。 

2月には販売委託であるフナコシ（株）のホームページに掲載され、商品の出荷も始まった。 

⇒東海大学ウェブサイト 2020年 3月 17日に掲載されました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/myell.html 

 

2) 東海大学新聞 第 1080 号 2020年 4月 1日 4頁 

機械工学科の木村准教授（ マイクロ・ナノ研究開発センター）の研究チームが日本医

療研究開発機構（ AMED）の（ 橋渡し研究戦略的推進プログラム」に採択されました 

工学部機械工学科の木村啓志准教授（マイクロ・ナノ研究開発センター）の研究グループの

研究プロジェクト「生理的神経筋結合部を有する筋萎縮性側索硬化症（ALS）モデルの構築」

がこのほど、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の「橋渡し研究戦略的推進プ

ログラム」異分野融合型研究開発推進支援事業に採択されました。本事業は、優れた基礎研

究の成果を臨床研究・実用化へ効果的に橋渡しできる体制を構築し、革新的な医薬品や医療

機器等の創出を推進することが目的です。今回採択されたのは、その一環として首都圏の私

立大学をはじめとする臨床研究機関が結成している首都圏 AR コンソーシアム「MARC」が展開

しているもので、医学部を有する大学に所属する研究者のうち、医学部以外に所属する研究

者が中心となって展開するプロジェクトを支援することで日本発の革新的な医薬品・医療機

器の開発を目指しています。 

⇒東海大学ウェブサイト 2020年 3月 24日に掲載されました。 
https://www.utokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/amed.html 

 

3) 羊土社「実験医学」ウェブサイト  2020年 5月号 
京都大学ウイルス・再生医科学研究所の宮沢孝幸先生、東海大学医学部分子生命科学の中川

草先生に新型コロナウイルス SARS-CoV-2 の最新の科学的知見につき特別記事をご執筆いた

だきました。 
https://www.yodosha.co.jp/jikkenigaku/special/SARS-CoV-2.html 

 

4) 東海大学ウェブサイト 2020年 4月 6日に掲載されました。 

創薬研究に貢献する分析機器 BioStation（CT（for（MPS」を開発しました 

2020年 04月 06日 工学部機械工学科の木村啓志准教授（マイクロ・ナノ研究開発センター）

が株式会社ニコンなどと共同で、創薬研究に貢献する新たな分析機器「BioStation CT for 

MPS」を開発。３月 18日に湘南キャンパスにあるイメージング研究開発センターで、機器の

利用説明会を開催しました。 
https://www.utokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/biostation_ct_for_mps.ht

ml 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/myell.html
https://www.utokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/amed.html
https://www.yodosha.co.jp/jikkenigaku/special/SARS-CoV-2.html
https://www.utokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/biostation_ct_for_mps.html
https://www.utokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/biostation_ct_for_mps.html
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5) 日刊ゲンダイウェブサイト 2020年 4月 15日に掲載されました。 

  緊急企画 新型コロナを正しく恐れる 新進気鋭ゲノム学者語る  

  人間からネコやトラに感染した意味 

  ネコに続いて今月上旬には米国ニューヨークの動物園でトラに新型コロナウイルスの 

  陽性反応が出たという。人間以外の動物に感染が広がっていることを不気味に思う人も 

  いるのではないか。 

  イヌやネコなどそれぞれの生物種ごとに感染できるコロナウイルスが決まっている。 

  なぜ新型コロナウイルスは種を超えて感染拡大したのか？  

  国立遺伝学研究所博士研究員、ハーバード大学客員研究員などを経て東海大学医学部 

  生命科学講師を務める中川草理学博士に聞いた。 

  https://hc.nikkan-gendai.com/articles/271877 

  ⇒日刊ゲンダイ 紙面 66面 2020年 4月 15日類似記事掲載。   

 

6) 東海大学ウェブサイト 2020年 4月 15日に掲載されました。 

  ガネシュ特定研究員らの研究グループが画期的な熱中症センサを開発しました 

マイクロ・ナノ研究開発センター（MNTC）では、ガネシュ・クマール・マニ外国人特別研究

員（日本学術振興会）と槌谷和義教授（工学部精密工学科）の研究グループがこのほど、熱

中症の予防や診断に活用できる画期的なセンサを開発。その成果をまとめた論文「Advanced 

Artificial Electronic Skin Based pH Sensing System for Heatstroke Detection」が、 

アメリカ化学会の学術誌『ACS SENSOR』オンライン版に３月 11日付で掲載されました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_140.html 

⇒東海大学新聞 第 1090号 2020年 5月 1 日 8頁に類似記事掲載 

 

7) 東海大学ウェブサイト 2020年 4月 20日に掲載されました。 

工学部の葛巻教授の研究グループが AMEDの橋渡し研究戦略的推進プログラムに採

択されました 

工学部材料科学科の葛巻徹教授らのグループによる研究プロジェクト「腱形成メカニズムの

解明による生体組織由来の再生人工靱帯の創製」が３月 17日に、国立研究開発法人日本医療

研究開発機構（AMED）「橋渡し研究戦略的推進プログラム」の令和 2年度橋渡し研究異分野

融合型研究シーズに採択されました。このプログラムは、優れた基礎研究の成果を臨床研

究・実用化へ効果的に橋渡しできる体制を構築し、革新的な医薬品や医療機器等の創出を推

進することが目的です。今回採択されたのは、その一環として首都圏の私立大学をはじめと

する臨床研究機関が結成している首都圏 ARコンソーシアム「MARC」が展開しているもの。医

学部を有する大学に所属する研究者のうち、医学部以外に所属する研究者が中心となって展

開するプロジェクトを支援することで日本発の革新的な医薬品・医療機器の開発を目指して

います。 

https://www.u-

tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/amed_1.html 

 

 

 

https://hc.nikkan-gendai.com/articles/271877
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_140.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/amed_1.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/amed_1.html
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8) 東海大学ウェブサイト 2020年 4月 21日に掲載されました。 

医学部の中川草講師らの 新型コロナウイルスの比較ウイルス学と比較ゲノム解析」

に関する特別記事が『実験医学』に掲載されました 

医学部医学科基礎医学系分子生命科学の中川草講師（総合医学研究所／マイクロ・ナノ研究

開発センター）と京都大学ウイルス・再生医科学研究所の宮沢孝幸准教授による「新型コロ

ナウイルス SARS-CoV-2の比較ウイルス学と比較ゲノム解析」と題した特別記事が、『実験医

学』５月号（羊土社）と同オンライン版に掲載されました。ゲノム科学やバイオインフォマ

テフィクスが専門の中川講師は、ウイルスと宿主の共進化などについて研究しています。こ

の記事は同社から依頼を受けて寄稿したもので、新型コロナウイルス SARS-CoV-2のウイルス

学的な位置づけや性状、ゲノム構造と突然変異などについて、これまで多くの科学者により

発表された研究成果をもとに、比較ウイルス・ゲノム学的な視点から概括しています。 

https://www.u-

tokai.ac.jp/academics/undergraduate/medicine/news/detail/post_129.html 

⇒東海大学新聞 第 1090号 2020年 5月 1 日 4頁に類似記事掲載 

 

9) 東海大学ウェブサイト 2020年 4月 21日に掲載されました。 

医学部の大友助教らが神経細胞の新たな培養方法を提案しました 

医学部医学科基礎医学系分子生命科学の大友麻子助教と中川草講師、上田真保子奨励研究員

（いずれもマイクロ・ナノ研究開発センター兼務）らが、溝加工を施した高分子超薄膜を使

って神経細胞を培養する新たな手法を提案。その成果をまとめた論文「Efficient 

differentiation and polarization of primary cultured neurons on poly(lactic acid) 

scaffolds with microgrooved structures」が、学術雑誌『Scientific Reports』印刷版に

掲載されました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_142.html 

⇒科学新聞 2020年 5月 15日 1面に類似記事掲載 

⇒日経産業新聞 2020 年 5月 14日 4頁に類似記事掲載 

 

10) 東海大学新聞 第 1090号 2020年 5月 1日 8頁 

“10 年後を見据えた環境整備を” 

東海大学では「QOL(Quality of 

Life)の向上に資する大学」とし

て、総合大学の総力を結集して研

究に取り組むことを掲げている。

理系分野を取り巻く現状や今後の

展望を稲津敏行副学長（理系担

当）に聞いた。 

理系分野における研究活動は、研

究者が創造力を最大限に発揮し、

価値ある成果を発信できる環境を

整えることが重要だと考えていま

す。（以下省略） 

 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/medicine/news/detail/post_129.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/medicine/news/detail/post_129.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_142.html
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11) 東海大学新聞 第 1090 号 2020年 5月 1日 8頁 
工学部材料科学科の葛巻徹教授らのグループによる研究プロジェクト「腱形成メカニズムの

解明による生体組織由来の再生人工靱帯の創製」が３月 17日に、国立研究開発法人日本医療

研究開発機構（AMED）「橋渡し研究戦略的推進プログラム」の令和 2年度橋渡し研究異分野

融合型研究シーズに採択されました。このプログラムは、優れた基礎研究の成果を臨床研

究・実用化へ効果的に橋渡しできる体制を構築し、革新的な医薬品や医療機器等の創出を推

進することが目的です。 

 

⇒東海大学ウェブサイト 2020年 4月 20日に類似記事掲載 
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/amed_1.html 

 

12) 東海大学ウェブサイト 2020年 7月 1日に掲載されました。 

新型コロナウイルスを遺伝子解析の分野から知るマイクロ・ナノ研究開発センター講演会を

開催しました 

マイクロ・ナノ研究開発センターでは６月 17 日に、オンライン講演会「新型コロナウイルス 

SARS-CoV-2のゲノム解析で分かること、わからないこと」（第 63 回 MNTC セミナー）を開催

しました。ウイルスの遺伝子解析が専門で、本センターに所属する中川草講師（医学部医学

科基礎医学系分子生命科学）が講演。ＷＥＢビデオ会議システム「Zoom」を通じて教職員や

学生約 80名が参加しました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_145.html 

⇒東海大学新聞 第 1093号 2020年 8月 1 日 5頁に類似記事掲載 

 

13) 東海大学ウェブサイト 2020年 7月 8日に掲載されました。 

精密工学科の槌谷教授が 二国間交流事業」に採択されました 

工学部精密工学科の槌谷和義教授（マイクロ・ナノ研究開発センター）らの研究グループが

展開する研究プロジェクト「Design and Development of Self Powered Selective 

Collection of Rare earth Elements from Sea Water（海水からの希土類元素選択分離ポン

プの設計と開発）」がこのほど、日本学術振興会の「二国間交流事業 共同研究・セミナ

ー」に採択されました（採択期間＝２年間）。同事業は、日本の大学等に所属する優れた研

究者が相手国の研究者と協力して行う共同研究・セミナーの実施に要する費用が支援される

ものです。今回のプロジェクトでは、インド・サストラ大学とインド情報技術大学

（IIIDTM）の研究者と連携。本学からは、槌谷教授のほか、海洋学部航海工学科航海学専攻

の高嶋恭子准教授、マイクロ・ナノ研究開発センターのガネシュ・マニ特定研究員が参加し

ています。 

https://www.u-

tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_417.html 

⇒東海大学新聞 第 1093号 2020年 8月 1 日 4頁に類似記事掲載 

 

 

 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/amed_1.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_145.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_417.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_417.html
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14) 東海大学ウェブサイト 2020年 8月 18日に掲載されました。 

精密工学科の吉田教授・窪田講師、卒業生が国際線材製品学会の最優秀論文賞を受賞

しました。 

工学部精密工学科の窪田紘明講師と吉田一也教授、吉田教授の研究室卒業生のトリスナ・ア

ルディ・ウィラルディナタさん（大学院工学研究科機械工学専攻 2020 年度修了）、ウラディ

ミール・フリフトフ（大学院総合理工学研究科総合理工学専攻 2020 年度修了）がこのほど、

国際線材製品学会の最優秀論文賞と優秀論文賞を受賞しました。同学会は、世界で線材分野

において最も権威のある学会です。論文賞は 2019 年度同学会で発表された数百の論文が対象

で、約 60名の選考委員によって「鉄鋼」「非鉄」「電線」「総合・一般」の各部門で最優秀

賞と優秀賞が１件ずつ選ばれます。東海大学の 3論文が表彰を受けました。 

https://www.u-

tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_420.html 

 

15) 東海大学ウェブサイト 2020年 9月 11日に掲載されました。 

アンデスの 楽器」を多角的に分析する学際型共同研究プロジェクトがスタートしま

した 

文明研究所が東京大学や岡山県立大学、BIZEN中南米美術館（岡山県備前市）、本学のマイ

クロ・ナノ研究開発センターなどと協力し、南米で独自に栄えたアンデス文明の「楽器」を

多角的に分析する学際型共同研究プロジェクトが、今年度からスタートしています。本学で

は、紀元前 14世紀から紀元後 16世紀に発展したさまざまな文化の遺物約 2000 点からなる国

内有数規模の「アンデスコレクション」を所蔵しています。本研究所ではこれまで、「東海

大学所蔵文化財活用のための基盤整備」プロジェクト（代表者＝文化社会学部アジア学科・

山花京子准教授）として資料の整理や写真撮影を進める一方、マイクロ・ナノ研究開発セン

ターやイメージング研究センター、株式会社ニコンと連携し、Ｘ線ＣＴなどの光学機器を活

用して土器を撮影・分析する文理融合型の共同研究を展開。昨年度には、東京大学総合研究

博物館助教の鶴見英成氏や岡山県立大学デザイン学部工芸工業デザイン学科准教授の真世土

マウ氏らとともに研究会を開催「文化財を科学する」を開くなど、他大学の研究者とも連携

を深めてきました。 

https://www.u-

tokai.ac.jp/academics/undergraduate/cultural_and_social_studies/news/detail/post_82

.html 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_420.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_420.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/cultural_and_social_studies/news/detail/post_82.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/cultural_and_social_studies/news/detail/post_82.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/cultural_and_social_studies/news/detail/post_82.html
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16) 東海大学ウェブサイト 2020年 9月 24日に掲載されました。 

特別展示会『ボトルビルダーズ―古代アンデス、壺中のラビリンス』を共催します 

東海大学文明研究所とマイクロ・ナノ研究開発センターでは、９月 24日（木）から東京都文

京区にある東京大学総合研究博物館小石川分館で開かれる特別展示『ボトルビルダーズ―古

代アンデス、壺中のラビリンス』（主催＝東京大学総合研究博物館）を共催します。紀元前

14世紀から紀元後 16世紀まで南米で栄えたアンデス文明では、水や空気を入れると音が鳴

る「笛吹ボトル」と呼ばれる土器が数多く使われていました。これらは内部の構造が複雑

で、製法や音の鳴らし方などの多くは謎に包まれています。今回の展示会では、本学所蔵の

資料４点を出陳するとともに、東京大学と岡山県立大学、BIZEN中南米美術館、本学が進め

ている共同研究の成果を紹介。 

https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/post_1896.html 

 

17) 東海大学ウェブサイト 2020年 9月 28日に掲載されました。 

【出展案内】イノベーション・ジャパン 2020～大学見本市 Online 

産官学連携センターは、2020年 9月 28日（月）から 11月 30日（月）にオンラインにて開

催される「イノベーション・ジャパン 2020～大学見本市 Online」（主催：JST）に出展しま

す。 

この展示会は、大学（シーズ）と産業界（ニーズ）のマッチングを目的とした国内最大の産

学連携イベントです。例年はイベントホールで開催されていた本展示会ですが、今年は新型

コロナウイルス感染症の状況を考慮し、オンラインでの開催となりました。本学からは、3

件の研究シーズを出展いたします。「ライフサイエンス」分野にて槌谷和義教授（工学部精

密工学科「マテリアル・リサイクル」分野にて窪田紘明講師（工学部精密工学科）、「情報

通信」分野にて大竹恒平助教（情報通信学部経営システム工学科）が、それぞれポスターや

動画で自身の研究をご紹介いたします。詳細は下記開催概要をご覧ください。 

イノベーション・ジャパン公式ホームページ 

https://ij2020online.jst.go.jp/ 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2020online.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/post_1896.html
https://ij2020online.jst.go.jp/
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2020online.html
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18) 科学新聞 2020 年 10 月 9 日 4 頁 5 頁に掲載されました 

 医工連携で未来を切り拓く   社会貢献めざして常に進化 

今年、設立 40 周年を迎える東海大学総合医学研究所は、医科学先端研究の中核拠点

として、ゲノム・再生医療・創薬を三本柱とする、基礎と応用が一体となった研究を

通じて社会貢献することを目指している。今回の座談会のテーマは「医工連携」。第一

戦で活発に連携を実践している医学部の先生と、マイクロ・ナノ研究開発センターで

実績のある工学部の先生を中心に、医工連携の現状、将来的に連携による研究が東海

大学の中でより発展していくためのあり方・体制などをディスカッションし、今後を

展望した。 

https://sci-news.co.jp/admin/wp-content/uploads/2020/10/sci-news20201009-tokaidai.pdf 

 

 

 

 

https://sci-news.co.jp/admin/wp-content/uploads/2020/10/sci-news20201009-tokaidai.pdf
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19) 東海大学ウェブサイト 2020年 10月 27日に掲載されました。 

 イノベーション・ジャパン 2020 大学見本市 Online」に出展しています 

産官学連携センターでは、工学部精密工学科の槌谷和義教授と窪田紘明講師、情報通信学部

経営システム工学科の大竹恒平助教の研究内容を、９月 28日から公開されている「イノベー

ション・ジャパン 2020 大学見本市 Online」にて紹介しています。本イベントは（国研）科

学技術振興機構が主催し大学等の研究シーズを紹介する国内最大規模の産学連携マッチング

イベントで、８月末に Aichi Sky Expoでの開催が予定されていましたが、新型コロナウイル

スの感染拡大によりオンライン上での開催に変更されました。ホームページには研究ポスタ

ーの PDFやスライド映像が掲載されており、11月 30 日までの限定公開となります。 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2020_online.html 

 

20) 東海大学ウェブサイト 2020年 11月 19日に掲載されました。 

工学部の福田准教授らが湘南キャンパス２号館大ホールの換気の解析を行いました 

工学部航空宇宙学科航空宇宙学専攻の福田紘大准教授と福田研究室に所属する武藤創さん

（大学院工学研究科１年次生）がこのほど、湘南キャンパスのもっとも広い教室である２号

館大ホール（2S-101室）の換気状況を解析しました。本学では新型コロナウイルス感染症の

拡大を受けて春学期はすべて遠隔での授業としましたが、今秋学期では対面形式の授業も再

開することから、山田清志学長のリーダーシップのもと大学運営本部と教学部が安心・安全

に授業を受けられる環境づくりにつなげようと計画したものです。本学チャレンジセンタ

ー・ライトパワープロジェクトのソーラーカーチーム監督を務めるとともに、マシンの空力

開発などを担当してきた福田准教授と、昨年度までソーラーカーチームの学生リーダーを務

め福田研究室に所属する武藤さんが解析を担当しました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/post_1934.html 
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報道発表等つづき 

21) 東海大学ウェブサイト 2020年 12月 2日に掲載されました。 

【12月 7日開催】シンポジウム  ヒト多能性幹細胞と多層的トランスレーショナ

ル研究」 Human pluripotent stem cell & integrative transnational research 

再生医療・創薬スクリーニング等我々の QOLに直結する可能性のあるテーマとしたシンポジ

ウムを開催します。また、パネルディスカッションでは、コロナ時代を迎えるあたり今後の

医学研究の方向性、特に東海大学の強みである異分野融合を生かした医学研究の展望に関し

て議論します。 (中略) 

 

15:30-15:55  “細胞内膜小胞トラフィッキング異常に焦点を当てた神経変性疾患新規薬剤ス

クリーニング系の開発” 

秦野伸二（東海大学 医学部 基礎医学系 分子生命科学 教授） 

   (中略) 

17:15-17:35  “ヒトの多様性を Dishで表現する” 

福田 篤（東海大学 総合医学研究所 特任講師/文部科学省卓越研究員） 

https://www.u-

tokai.ac.jp/research/news/detail/127_human_pluripotent_stem_cell_integrative_transn

ational_research.html 

 

22) 東海大学ウェブサイト 2020年 12月 7日に掲載されました。 

アンデスコレクションに関する研究会を実施しました 

文明研究所では 11月 16日から 18日まで湘南キャンパスで、本学所蔵のアンデスコレクショ

ンに関する研究会を開催しました。このコレクションは、南米で栄えた「アンデス文明」の

うち紀元前 16世紀から紀元後 16世紀までの歴史を物語る土器や布製品など約 2000 点で構成

されており、その質と量は日本の大学や博物館が所蔵する資料群としては最大級と高く評価

されています。本学では 2016年から文明研究所内に研究プロジェクト「東海大学所蔵文化財

活用のための基盤整備」を立ち上げ、公開・活用に向けた環境を整備。マイクロ・ナノ研究

開発センターと共同で光学機器を使った資料の分析・研究を進め、昨年度からは東京大学総

合研究博物館の鶴見英成助教や岡山県立大学の真世土マウ准教授らとの共同研究をスタート

させています。 

https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/post_1942.html 

 

 

 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/127_human_pluripotent_stem_cell_integrative_transnational_research.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/127_human_pluripotent_stem_cell_integrative_transnational_research.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/127_human_pluripotent_stem_cell_integrative_transnational_research.html
https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/post_1942.html


 

 

67 

 

報道発表等つづき 

 

23) 東海大学ウェブサイト 2020年 12月 10日に掲載されました。 

NHKワールド JAPANに本学医学部とマイクロ・ナノ研究開発センターが年間通じて

出演 

NHK オンデマンド放送番組に本学医学部の中川先生らが本学マイクロ・ナノ研究開発センタ

ーを舞台に出演されています。NHK ワールド JAPAN の一部の番組は国内でも放送していま

す。現在視聴できる動画は以下 URL をクリックすると、英語の番組ページに移動します。ぜ

ひ、ご覧ください。https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/nhkjapan.html 

■NHK ワールド JAPAN 

 Decoding the Coronavirus Genome - Science View | NHK WORLD-JAPAN On Demand 

 https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/2015248/ 

 

 

24) 東海大学ウェブサイト 2020年 12月 16日に掲載されました。 

 Virtual Irago Conference 2020」を開催しました 

東海大学では 12月 11日にオンラインで、「Virtual Irago Conference 2020」を開催しまし

た。この催しは、国内外の研究機関や企業で活躍する研究者・学生が最新の研究動向に触

れ、ネットワークをつくる機会として東京電気通信大学と豊橋技術科学大学、本学が共同で

毎年開催しているものです。マイクロ・ナノ研究開発センターの喜多理王教授（理学部物理

学科）と槌谷和義教授（工学部精密工学科）が運営委員として企画・運営に参画。例年は世

界各国の研究者らを会場に招いて開いてきましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大を受

けてオンラインでの開催となりました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/virtual_irago_conference_2020.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/nhkjapan.html
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/2015248/
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報道発表等つづき 

25) 東海大学ウェブサイト 2021年 1月 29日に掲載されました。 

【出展案内】テクニカルショウヨコハマ 2021 オンライン開催） 

産官学連携センターは、2021年 2月 15日（月）から 2月 26日（金）にオンラインにて開催

される「テクニカルショウヨコハマ 2021」に出展します。 

 この展示会は、神奈川県下最大級の工業技術・製品に関する総合見本市として、独創性・

先進性に富んだ最新の技術・製品や研究成果を発信することを目的に開催されます。例年は

パシフィコ横浜にて開催されていた本展示会ですが、今年は新型コロナウイルス感染症の状

況を考慮し、オンラインでの開催となりました。本学からは、４件の研究シーズを出展いた

します。 

開催概要 （中略） 

●酸化チタンとヨウ化銅の透明半導体膜の開発 

 理学部 化学科 冨田 恒之 准教授 

 独自のチタン原料を用いることで、アナターゼ型、ルチル型、ブルカイト型、ブロンズ型

の 4 種類の結晶構造の二酸化チタンナノ粒子を単相で作る技術を確立しました。これらのナ

ノ粒子を用いた n型、p型の透明半導体膜を作製し、太陽電池の輸送層への応用を進めてい

ます。 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2021.html 

 

26) 東海大学ウェブサイト 2021年 2月 26日に掲載されました。 

情報メディア学科の久保講師と医学科の松前ひろみ助教が JSTの 創発的研究支援

事業」に採択されました。 

(中略) 

医学部医学科基礎医学系分子生命科学の松前ひろみ助教のテーマは、「生物学と人文科学の

融合：人類情報学(Anthropological Informatics)の構築」です。松前助教はこれまで多様な

言語が存在する東アジアの民族ごとに、ゲノム、文法、音素、音楽の４要素をそれぞれ変数

に置き換えて比較することで、人の歴史や集団の関係性を調べてきました。今回のテーマは

これまでの研究をさらに拡張し、文化財や博物館に展示されている文化や生物学の標本をデ

ータとしてつなげ、言語や文化との関係性も読み解いていく計画です。本学科の今西規教授

や文学部文明学科の吉田晃章准教授、文化社会学部アジア学科の山花京子准教授とともに、

東海大学が所蔵するアンデスコレクションを 3Dスキャナで読み込み、デジタルミュージアム

化する取り組みにも着手しており、そこで得たデータも今回の研究に生かしていく予定で

す。 

https://www.u-

tokai.ac.jp/academics/undergraduate/information_and_telecommu/news/detail/jst_2.htm

l 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2021.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/information_and_telecommu/news/detail/jst_2.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/information_and_telecommu/news/detail/jst_2.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/information_and_telecommu/news/detail/jst_2.html
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報道発表等つづき 

27) 東海大学ウェブサイト 2021年 3月 5日に掲載されました。 

 東海大学第２回アンデスコレクション研究懇談会」を開催しました 

文明研究所では「東海大学第２回アンデスコレクション研究懇談会」を２月 19日に、湘南キ

ャンパスのマイクロ・ナノ研究開発センターをメーン会場にオンライン併用で開催しまし

た。本研究所の「東海大学所蔵文化財活用のための基盤整備」プロジェクト（代表者＝文化

社会学部アジア学科・山花京子准教授）の一環として実施したものです。当日は、プロジェ

クトの共同研究者である鶴見英成氏（東京大学総合研究博物館助教）や真世土マウ氏（岡山

県立大学デザイン学部准教授）、喜多理王教授や研究室の学生ら約 20人が参加しました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/post_1985.html 

 

28) 東海大学ウェブサイト 2021年 3月 5日に掲載されました。 

2020年度総合研究機構 プロジェクト研究」成果発表会をオンラインで開催しまし

た 

東海大学総合研究機構の 2020年度「プロジェクト研究」成果発表会を３月２日、オンライン

で開催しました。開会にあたり稲津敏行副学長（理系担当）が、「本日発表されるのは、本

学の研究活動を牽引されている先生方。本プロジェクトの採択を経て、さらに成長していっ

てもらいたい」とあいさつ。続いて、各研究課題の研究代表者や研究分担者 14名が、採択課

題の概要やこれまでの研究成果、外部研究費の獲得状況や学会・論文発表や特許申請の状況

などについて報告しました。発表後には参加者から質問が寄せられ、活発な意見を交わしま

した。（中略） 

 

【萌芽育成ステージ 2019 年度採択課題（中間報告）】 

（中略） 

健康学部健康マネジメント学科 宮沢正樹講師 

「マイクロデバイスを用いた神経変性疾患予防薬・治療薬の開発」（2019 小型） 

医学部医学科 大友麻子助教 

「QOL向上のための、日本とアジアにおける都市ガバナンスモデルの構築」（2019中型） 

（中略） 

工学部材料科学科 葛巻 徹教授 

「先進医療『自己細胞シートによる軟骨再生治療』における細胞シートの品質・特性評価法

の確立及び治療効果予測の検討」（2019大型） 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2020_8.html 

 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/post_1985.html
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29) 東海大学ウェブサイト 2021年 03月 10日に掲載されました。 

総合科学技術研究所が 飛翔体の流れに関する研究報告会」をオンラインで開催しま

した 

総合科学技術研究所では３月２日にオンラインで、「飛翔体の流れに関する研究報告会」を

開催しました。(中略) 開会にあたり稲津敏行副学長（理系担当）が、「研究は領域ごとに

区切れるものではなく、融合が重要な世界です。学部学科をこえた研究所における活動がよ

り重要であり、今後いっそう期待されると思います。本学では 14の研究所を設けており、研

究所が主体となって研究を行える環境整備を進めています。総科研でもより活発な研究活動

が展開されることを期待します」とあいさつしました。 

（中略） 

流体シミュレーションの研究開発と工学的な応用について研究する福田紘大准教授は、「ラ

グランジュ型乱流解析手法の開発」をテーマに講演。従来の手法との比較や、空間解像度を

解析前に定量的に規定できるメリットなどを説明しました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_172.html 

 

 

30) 東海大学ウェブサイト 2021年 03月 11日に掲載されました。 

総合医学研究所が第 24回公開研究報告会を開催しました。 

（中略） 

本研究所は、基礎医学研究の成果を新技術の開発や臨床に生かし、総合的な医学の発展に寄

与することを目的として 1980年に創設。国内外から注目される多くの研究成果を発表してい

ます。現在は、本学医学部の教員を兼務する研究者ら 19名の所員が中心となって、生命科学

統合支援センターの技術職員や先進生命科学研究所、マイクロ・ナノ研究開発センターの研

究者らとも協働し、「再生医学」「ゲノム医学」「創薬」「血液・腫瘍学」「肝臓・腎臓病

学」の５部門に関する研究に従事。学内の医学・生命科学・理工学系学部や研究機関との連

携を推進するとともに若手研究者を育成し、医科学研究のさらなる活性化を図っています。 

(本センターからは下記の研究者が発表しました。) 

◇中川 草【ゲノム解析研究部門】（基礎医学系分子生命科学講師／特別研究所員） 

 「統合トランスポゾンデータベースを活用した癌トランスクリプトーム解析」 

https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/medicine/news/detail/24.html 

 

 

 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_172.html
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31) 東海大学ウェブサイト 2021年 03月 29日に掲載されました。 

第 13回マイクロ・ナノ啓発会(Tune)を開催しました 

東海大学マイクロ・ナノ啓発会（Tµne）の第 13回学術講演会を、２月 27 日にオンラインで

開催しました。総合大学である本学の強みを生かし、幅広い分野の研究者が互いの研究への

理解を深め、学内外との共同研究につなげることを目的にマイクロ・ナノ研究開発センター

（ＭＮＴＣ）の所属教員が中心となって年２回程度開いているものです。例年は参加者が一

つの会場に集まって開催してきましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて初めて

オンラインで実施。医学部・理学部・工学部・生物学部・国際文化学部・農学部など全国の

キャンパスから 150名をこえる教員と学生が参加しました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/13tune.html 
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